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神
田
外
語
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵

洋
学
文
庫
に
み
る
日
本
文
化

松
田
　
　
清

は
じ
め
に

二
〇
一
六
年
四
月
よ
り
本
学
洋
学
文
庫
の
書
誌
的
調
査
を
開
始
し

た
。
戦
後
、
京
都
の
古
書
業
界
の
重
鎮
で
あ
っ
た
古
書
肆
春
和
堂
の
主

人
、
若
林
正
治
氏
が
昭
和
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
ま
で
、
半
世
紀
近
く

か
け
て
収
集
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
全
体
を
見
終
わ
っ
て
は
い

な
い
が
、
一
点
一
点
、
手
に
取
る
た
び
に
、
収
集
者
の
幅
広
い
教
養
と

鑑
識
眼
の
高
さ
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。
個
人
収
集
の
洋
学
文

庫
と
し
て
は
質
量
と
も
に
希
有
な
も
の
と
思
う
。

日
本
人
は
十
八
世
紀
半
ば
か
ら
お
よ
そ
百
年
間
は
オ
ラ
ン
ダ
語
を
、

次
の
五
十
年
間
は
明
治
の
末
ま
で
に
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ

語
、
ロ
シ
ア
語
を
次
々
に
外
国
語
と
し
て
学
習
し
、
そ
の
間
に
ア
イ
ヌ

語
に
も
触
れ
た
。
本
学
洋
学
文
庫
は
こ
の
百
五
十
年
間
の
外
国
語
学

習
、
外
国
語
教
育
に
か
か
わ
る
一
大
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
が
、

同
時
に
、
異
文
化
交
流
史
か
ら
日
本
文
化
を
考
察
す
る
上
で
も
、
貴
重

な
一
次
資
料
で
あ
る
。

二
〇
一
六
年
十
一
月
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
日
本
研
究
所
主
催
の
特

別
講
演
会
で
は
、
こ
う
し
た
観
点
に
立
ち
、
洋
学
文
庫
か
ら
異
文
化
交

流
史
に
か
か
わ
る
特
徴
的
な
資
料
を
抽
出
し
、（
一
）
イ
ロ
ハ
と
Ａ
Ｂ

Ｃ
、（
二
）
和
歌
と
俳
句
、（
三
）
香
道
と
蘭
学
、
の
サ
ブ
テ
ー
マ
か
ら

な
る
講
演
「
洋
学
文
庫
に
み
る
日
本
文
化
」
を
行
っ
た
。
本
稿
は
こ
の

講
演
内
容
を
も
と
に
執
筆
し
、
さ
ら
に
補
足
敷
衍
し
た
も
の
で
あ
る
。

1　
「
い
ろ
は
」
と
Ａ
Ｂ
Ｃ

『
大
日
本
永
代
節
用
無
尽
蔵
』

江
戸
時
代
に
お
い
て
、
児
童
の
手
習
い
、
す
な
わ
ち
文
字
学
習
は
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「
い
ろ
は
」
四
十
七
文
字
の
学
習
か
ら
始
ま
っ
た
。
漢
字
学
習
は
楷
書

か
ら
で
は
な
く
、
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
草
書
体
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ

の
こ
と
を
端
的
に
し
め
す
の
が
、
庶
民
に
ま
で
広
く
普
及
し
た
字
引
、

い
わ
ゆ
る
節
用
集
で
あ
る
。
架
蔵
の
『
大
日
本
永
代
節
用
無
尽
蔵
』

（
文
久
四
甲
子
年
［
一
八
六
四
］
春
改
正
増
補
四
刻
、
江
都
書
林
須
原

屋
茂
兵
衛
、
京
都
書
林
風
月
庄
左
衛
門
他
）
を
例
に
取
ろ
う
。
よ
く
使

用
さ
れ
た
傷
み
本
で
、
初
版
は
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）、
河
邊
桑
楊

子
旧
編
で
あ
る
。

全
体
の
構
成
を
み
る
と
、
本
文
は
「
い
ろ
は
」
引
き
の
字
引
で
あ
る

が
、
そ
の
前
後
お
よ
び
本
文
各
丁
の
上
欄
は
改
版
ご
と
に
増
補
さ
れ
た

生
活
百
科
事
典
と
な
っ
て
い
る
。
本
文
の
構
成
は
単
語
の
漢
字
表
記
を

読
み
の
最
初
の
文
字
に
従
っ
て
「
い
ろ
は
」
四
十
七
文
字
の
順
に
四
十

七
分
類
し
、「
い
ろ
は
」
の
各
見
出
し
字
の
も
と
に
、
単
語
を
乾
坤
、

時
候
、
神
仏
、
官
位
、
名
字
、
人
倫
、
支
体
、
食
服
、
器
財
、
気
形

（
鳥
獣
魚
蟲
な
ど
生
類
）、
草
木
、
数
量
、
言
語
の
十
三
部
門
別
に
列
挙

す
る
。
分
類
語
彙
集
を
兼
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
文
の
使
用
者
は
ま

ず
、
単
語
の
読
み
仮
名
に
従
っ
て
、
本
文
各
行
に
墨
筆
大
書
さ
れ
た
漢

字
表
記
の
草
書
体
を
検
索
学
習
し
、
次
に
草
書
体
の
左
脇
に
小
さ
く
添

え
ら
れ
た
対
応
す
る
楷
書
体
と
各
漢
字
の
音
訓
を
知
る
構
造
と
な
っ
て

い
る
（
図
1
）。
こ
の
構
造
は
庶
民
に
と
っ
て
は
日
用
の
草
書
体
の
習

得
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
楷
書
体
は
副
次
的
な
教
養
で
あ
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

「
い
ろ
は
」
四
十
七
文
字
の
起
源
は
、
伝
説
的
に
は
、
弘
法
大
師
空

海
が
諸
行
無
常
の
教
え
を
広
め
る
た
め
に
作
っ
た
と
い
う
「
い
ろ
は

歌
」（
色
は
匂
へ
ど
散
り
ぬ
る
を
我
が
世
誰
そ
常
な
ら
む
有
為
の
奥
山

今
日
越
え
て
浅
き
夢
み
じ
酔
ひ
も
せ
ず
）
に
求
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
節

用
集
で
は
「
い
ろ
は
歌
」
に
触
れ
る
こ
と
な
く
、
百
科
項
目
の
な
か

で
、
挿
絵
入
り
で
別
の
伝
説
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
（
図
2
）。
曰

く
、「
往
昔
弘
法
大
師
、
大
伽
藍
造
営
し
給
ふ
に
、
い
ろ
は
に
ほ
へ
と

と
長
斧
を
作
り
、
番
匠
に
お
し
へ
し
め
、
材
木
の
番
付
と
な
さ
し
め
給

ひ
し
よ
り
、
童
蒙
の
手
習
初
と
な
れ
り
」
と
。
仏
教
の
説
教
臭
が
ほ
と

図 1　大日本永代節用無尽蔵（架蔵）

図 2　大日本永代節用無尽蔵（架蔵）
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ん
ど
消
え
て
記
号
化
し
た
「
い
ろ
は
」
は
寺
子
屋
に
お
け
る
幼
児
の
手

習
い
を
通
し
て
、
庶
民
の
文
字
文
化
の
い
わ
ば
血
肉
と
化
し
、「
あ
い

う
え
お
」
と
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
象
徴
さ
れ
る
近
代
教
育
の
普
及
の
な
か
に
あ
っ

て
も
、
長
く
命
脈
を
保
つ
こ
と
に
な
る
。

『
童
蒙
必
見
和
漢
洋
以
呂
波
帖
』

明
治
初
期
の
文
明
開
化
期
に
お
け
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
教
本
は
、
従

来
の
手
習
い
の
「
い
ろ
は
」
に
な
ら
っ
た
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。
例

え
ば
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
刊
行
の
折
本
『
童
蒙
必
見
和
漢
洋
以

呂
波
帖
』（
鉄
線
甫
閲
、
東
園
隆
書
、
宝
山
堂
梓
）
で
は
、
白
抜
き
に

大
書
さ
れ
た
「
い
ろ
は
」
四
十
七
文
字
の
各
文
字
の
中
に
、
対
応
す
る

漢
字
の
楷
書
と
草
書
（「
以
」「
伊
」「
呂
」「
路
」
な
ど
）、
片
仮
名
と

平
仮
名
（「
イ
」「
い
」「
ロ
」「
ろ
」
な
ど
）、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
大
文

字
と
小
文
字
の
立
体
と
筆
記
体

（「I

」「i

」「LO

」「lo
」
な
ど
）、

ハ
ン
グ
ル
（「
이
」「
로
」
な

ど
）
が
配
置
さ
れ
て
い
る
（
図

３（
（
（

）。

『
阿
蘭
陀
文
字
』

「
い
ろ
は
」
と
外
国
語
学
習

の
関
係
を
蘭
学
時
代
に
遡
っ
て

考
察
し
よ
う
。
青
木
昆
陽
『
阿
蘭
陀
文
字
略
考
』
の
編
集
、『
解
体
新

書
』
の
刊
行
（
安
永
三
年
、
一
七
七
四
）
に
始
ま
る
蘭
学
勃
興
期
に

は
、
備
忘
録
的
に
日
常
的
な
類
語
を
集
め
た
オ
ラ
ン
ダ
語
単
語
帳
が
多

く
作
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
収
録
語
彙
数
が
少
な
く
、
本
格
的
な
オ
ラ
ン

ダ
語
学
習
の
た
め
よ
り
は
、
む
し
ろ
好
事
家
的
な
異
国
趣
味
を
満
足
さ

せ
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
天
明
期
（
一
七
八
〇
年
代
）
に
作
ら
れ
た
と

推
定
さ
れ
る
『
阿
蘭
陀
文
字
』
と
題
す
る
横
小
本
が
そ
の
例
で
あ
る
。

格
言
、
十
二
ヶ
月
の
月
名
、
四
季
名
、
七
曜
名
、
七
金
名
、
十
二
宮

名
、
七
惑
星
名
、
四
方
名
、
主
要
国
名
な
ど
を
収
め
る
。
し
か
し
、
文

法
知
識
が
な
い
た
め
、「N

ederland　

和
蘭　

Fransch 

拂
郎
察　

Engeland 

暗
乂
利
亜　

Italiaan　

意
太
利
亜
」
の

よ
う
に
、
国
名
と
国
民
・
言
語
の
名
詞
・

形
容
詞
と
が
混
同
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場

合
、Fransch

、Italiaan

は
国
名
と
し

て
は
そ
れ
ぞ
れFrankrijk

、Italië

で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
（
図
4
）。

『
蘭
語
訳
撰
』

文
化
文
政
期
（
十
九
世
紀
最
初
の
四
半

世
紀
）
は
蘭
学
発
展
期
に
あ
た
る
。
こ
の

時
期
に
な
る
と
蘭
学
者
た
ち
は
オ
ラ
ン
ダ

図 3　童蒙必見和漢洋以呂波帖
［16182］　　　　　

図 4　阿蘭陀文字［32815］
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語
文
法
の
基
礎
知
識
を
習
得
し
、
多
少
と
も
正
確
に
オ
ラ
ン
ダ
語
の
読

み
書
き
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
需
要
に
応
え
、
蘭
癖
大
名
の
一

人
、
中
津
藩
主
奥
平
昌
高
（
一
七
八
一
～
一
八
五
五
）
が
オ
ラ
ン
ダ
語

を
書
く
た
め
の
日
蘭
語
彙
集
『
蘭
語
訳
撰
』（
一
八
二
二
）
二
巻
を
編

集
刊
行
し
た
。

幕
府
天
文
台
の
翻
訳
助
手
に
採
用
さ
れ
た
元
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
馬
場
佐

十
郎
の
稿
本
を
昌
高
の
家
臣
神
谷
弘
孝
（
ひ
ろ
よ
し
）
が
刊
行
し
た
も

の
で
、
和
洋
折
衷
装
丁
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
左
袋
綴
じ
の
和
本
で
あ

る
が
、
綴
じ
は
糸
で
は
な
く
鋲
止
め
で
あ
り
、
蘭
書
に
な
ら
っ
て
蘭
文

標
題
紙
が
付
け
ら
れ
、W

O
O

RD
EN

BO
EK

 / M
inam

oto 
M

asataka / K
am

ija Filojosi.

の
三
行
に
は
ル
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

施
さ
れ
て
い
る
。
本
文
は
節
用
集
に
な
ら
っ
て
、
見
出
し
語
七
千
余
語

を
「
伊
呂
波
」
四
十
七
文
字
に
し
た
が
っ
て
区
分
し
、
各
区
分
に
収
録

さ
れ
た
単
語
を
天
文
、
地
理
、
時
令
、
数
量
、
宮
室
、
人
品
、
家
倫
、

身
体
、
神
仏
、
器
用
、
衣
服
、
飲
食
、
文
書
、
銭
穀
、
采
色
、
人
事
、

動
物
、
植
物
、
の
部
門
に
分
類
し
、
各
見
出
し
語
に
は
読
み
仮
名
を
つ

け
、
訳
語
の
オ
ラ
ン
ダ
語
を
対
置
し
て
い
る
。
例
え
ば
、「（
う
ん
き
）

温
気　

W
arm

te

」「（
う
て
ん
）
雨
天Regen w

eer 

」「（
う
み
）
海

Zee 

」「（
う
し
ほ
）
潮
水Zee w

ater

」
の
如
く
で
あ
る
（
図
5
）。

洋
学
文
庫
は
『
蘭
語
訳
撰
』
の
第
二
巻
を
二
本
所
蔵
し
て
い
る
。
一

本
は
「
大
江
氏
」
と
「
大
江
範
聖
」
の
印
記
を
も
ち
、
奥
平
昌
高
の
侍

医
大
江
春
塘
の
子
孫
の
旧
蔵
本
と
推
定
さ
れ
る
（
図
6
）。
も
う
一
本

は
元
の
装
丁
の
ま

ま
、
表
紙
の
鋲
止

め
、
蘭
文
題
簽
、

表
紙
の
小
口
に
用

い
ら
れ
た
竹
芯
が

残
さ
れ
て
い
る
。

印
記
の
「
詳
證

館
」
は
内
田
弥
太

郎
（
五
観
、
一
八

〇
五
～
一
八
八

二
、
高
野
長
英
門

人
）
の
数
学
塾
で

あ
り
、
詳
證
は
数

学
を
意
味
す
る
漢

語
で
あ
る
。「
瑪

得
瑪
弟
加
学
士
」

は
内
田
弥
太
郎
を

指
す（

（
（

。
ま
た
、
収
集
し
た
若
林
正
治
が
「
春
龢
堂
」
の
印
記
を
残
し
て

い
る
（
図
7
）。
こ
の
詳
證
館
本
の
第
一
巻
は
泣
き
別
れ
の
状
態
で
、

早
稲
田
大
学
洋
学
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

既
述
の
よ
う
に
、
節
用
集
は
「
い
ろ
は
」
引
き
辞
（
こ
と
ば
）
典
と

部
門
別
の
事
（
こ
と
）
典
を
兼
ね
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
オ
ラ
ン
ダ

図 5　和蘭訳撰［32828］図 6　和蘭訳撰［32828］
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通
詞
や
蘭
学
者
た

ち
が
利
用
し
た
オ

ラ
ン
ダ
語
版
百
科

事
典
は
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
順
で
あ

り
、
文
化
十
四
年

（
一
八
一
七
）
ま

で
に
オ
ラ
ン
ダ
商

館
長
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ド
ゥ
ー
フ
が
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ハ
ル
マ
『
蘭
仏
辞

典
』（
一
七
二
九
）
を
も
と
に
、
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
の
協
力
を
得
て
ほ
ぼ

完
成
さ
せ
た
蘭
和
辞
典
、
い
わ
ゆ
る
「
ヅ
ー
フ
ハ
ル
マ
」
も
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
順
の
一
般
語
辞
典
で
あ
る
。「
ヅ
ー
フ
ハ
ル
マ
」
は
文
政
年
間

か
ら
蘭
学
塾
に
写
本
の
形
で
広
ま
り
、
そ
れ
ま
で
の
「
江
戸
ハ
ル
マ
」

（
寛
政
八
年
一
七
九
六
成
）
に
頼
っ
て
い
た
蘭
学
生
た
ち
の
オ
ラ
ン
ダ

語
力
を
飛
躍
的
に
高
め
た
。
蘭
学
生
た
ち
は
「
ヅ
ー
フ
ハ
ル
マ
」
の
筆

写
を
と
お
し
て
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
配
列
に
親
し
ん
だ
。

ま
た
、
文
政
年
間
か
ら
先
進
的
な
蘭
学
塾
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
医
書

か
ら
の
翻
訳
を
教
授
す
る
の
で
は
な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
文
法
書
、
医

学
書
、
理
化
学
書
の
原
典
を
直
接
講
読
す
る
、
い
わ
ゆ
る
原
典
主
義
が

採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
過
程
で
オ
ラ
ン
ダ
語
や
ラ
テ
ン
語
の

専
門
用
語
を
集
め
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
の
語
彙
集
が
生
ま
れ
た
。
文

化
文
政
の
蘭
学
発
展
期
に
、
限
ら
れ
た
蘭
学
塾
の
範
囲
で
は
あ
っ
た

が
、
日
本
に
お
い
て
「
い
ろ
は
」
順
の
文
字
文
化
か
ら
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
順
の
西
洋
文
字
文
化
へ
の
転
換
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

ボ
イ
ス
『
新
修
学
芸
百
科
事
典
』

蘭
学
の
勃
興
し
た
天
明
年
間
、
一
七
八
〇
年
代
か
ら
舶
載
さ
れ
、
一

八
六
〇
年
代
ま
で
、
蘭
学
者
た
ち
が
重
用
し
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
配

列
の
オ
ラ
ン
ダ
語
百
科
に
、
ボ
イ
ス
編
訳
『
新
修
学
芸
百
科
事
典
』

（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
一
七
六
九
～
七
八
）
十
巻
が
あ
る
。
小
項
目
主

義
の
こ
の
事
典
は
ロ
ン
ド
ン
の
出
版
者
オ
ー
ウ
ェ
ン
が
デ
ィ
ド
ロ
、
ダ

ラ
ン
ベ
ー
ル
の
フ
ラ
ン
ス
百
科
全
書
を
縮
約
編
集
し
て
刊
行
し
た
英
語

百
科
事
典
を
翻
訳
家
エ
フ
ベ
ル
ト
・
ボ

イ
ス
が
オ
ラ
ン
ダ
語
に
編
訳
し
た
も
の

で
、
毎
葉
多
数
の
小
図
か
ら
な
る
銅
版

図
版
二
八
二
葉
も
英
語
原
書
の
図
版
を

踏
襲
し
て
い
る
。

洋
学
文
庫
所
蔵
本
（
図
8
）
は
「
京

都
出
張
兵
部
省
印
」「
大
阪
医
学
会
」

「
石
橋
栄
達
蔵
書
」
の
印
記
が
あ
る

（
図
9
）。
石
橋
栄
達
は
旧
制
第
三
高
等

学
校
教
授
で
、
洋
学
資
料
の
収
集
家
で

も
あ
っ
た
。
各
巻
の
見
返
し
に
貼
ら
れ

た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
フ
ァ
ン
・
ク

図 7　和蘭訳撰［16103］

図 8　ボイス　新修学芸百科事典［33453］
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レ
ー
フ
兄
弟
（D

e Gebroeders van 
Cleef

）
書
店
の
ラ
ベ
ル
（
図
10
）
は
、

こ
の
百
科
事
典
が
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
の
幕
府
遣
欧
使
節
将
来
品

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

『
縮
約
シ
ョ
メ
ー
ル
事
典
』

洋
学
文
庫
に
は
江
戸
時
代
に
ボ
イ
ス
の
百
科
辞
典
ほ
ど
し
ば
し
ば
舶

載
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
十
八
世
紀
末
ま
で
の
欧
州
の
産
業
発
展
を
踏
ま

え
た
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
八
折
り
版
の
オ
ラ
ン
ダ
語
百
科
辞
典
『
縮
約

シ
ョ
メ
ー
ル
事
典　

ま
た
は
都
会
人
と
田
園
人
の
た
め
の
家
政
学
提

要
』（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
一
八
〇
〇
～
一
八
〇
四
）
四
巻
が
あ
る

（
図
11
）。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
配
列
、
大
項
目
主
義
の
農
業
・
博
物
学

事
典
で
、
銅
版
手
彩
色
図
版
二
十
二
枚
を
含
む
。
オ
ラ
ン
ダ
の
フ
リ
ー

ス
ラ
ン
ト
地
方
の
中
心
都
市
レ
ー
ワ
ル
デ
ン
で
活
躍
し
た
啓
蒙
的
な
編

集
者
デ
・
シ
ャ
ル
モ
ッ
ト
が
デ
ィ
ド
ロ
、
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
『
フ
ラ
ン

ス
百
科
全
書
』
を
も
と
に
、
シ
ョ
メ
ー
ル
『
家
政
事
典
』
蘭
訳
（
一
七

四
三
）
二
巻
本
を
大
幅
に
増
補
改
正
し
て
出
版
し
た
『
シ
ョ
メ
ー
ル
日

用
百
科
事
典
』（
一
七
七
八
、
正
編
七
巻
）
と
そ
の
続
編
九
巻
（
一
七

八
七
～
一
七
九
三
）
を
農
業
・
博
物
関
係
項
目
に
絞
っ
て
縮
約
し
、
さ

ら
に
時
代
に
即
応
し
た
内
容
に
改
編
し
た
も
の
で
あ
る
。

江
戸
時
代
舶
載
の
四
巻
揃
い
は
大
変
な
稀
覯
本
で
あ
り
、
他
に
は
京

都
の
本
草
漢
学
塾
、
山
本
読
書
室
に
伝
わ
っ
た
も
の
を
確
認
し
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
山
本
読
書
室
本
は
山
本
読
書
室
の
門
人
で
あ
り
パ

ト
ロ
ン
で
も
あ
っ
た
伊
勢
商
人
・
物
産
家
の
西
村
広
休
の
旧
蔵
本
で
あ

る
。
一
方
、
洋
学
文
庫
本
は
「
川
北
文
庫
」
の
蔵
書
印
か
ら
、
博
物
学

者
伊
藤
圭
介
の
門
人
で
伊
勢
国
朝
明
郡
川
北
村
の
本
草
学
者
丹
波
修
治

図 9　遊紙の印記［33453］

図 11　縮約ショメール事典［32849］

図 10　見返しの書店ラベル［33453］

図 12　銅版手彩色図版
　　　キノコ［32849］
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の
旧
蔵
本
と
分
か
る
。
銅
版
手
彩
色
図
版
に
挿
入
さ
れ
た
付
箋
に
は
、

丹
波
の
手
に
よ
る
も
の
ら
し
く
「
上
図　

食
用
ク
ワ
ム
ピ
グ
ノ
ン
」

「
下
図　

一
般
食
用
菌
類
」
な
ど
の
墨
書
が
見
ら
れ
る
（
図
12
）。「
ク

ワ
ム
ピ
グ
ノ
ン
」
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
「cham

pignon

」

の
誤
読
で
あ
る
。

『
和
蘭
字
彙
』

蘭
学
の
発
展
し
た
文
化
文
政
期
か
ら
蘭
学
の
取
り
締
ま
り
が
厳
し
く

な
っ
た
天
保
期
を
経
て
、
ペ
リ
ー
来
航
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
全
国
的

な
蘭
学
ブ
ー
ム
に
至
る
ま
で
、
蘭
和
辞
典
「
ヅ
ー
フ
ハ
ル
マ
」
は
写
本

で
流
布
し
た
が
、
幕
府
官
医
桂
川
甫
周
国
興
（
く
に
お
き
）
は
高
ま
る

需
要
に
応
え
て
、
安
政
三
年
～
五
年
（
一
八
五
五
～
五
八
）
に
幕
府
の

許
可
を
得
て
「
ヅ
ー
フ
ハ
ル
マ
」

を
『
和
蘭
（
お
ら
ん
だ
）
字
彙
』

の
書
名
の
も
と
に
刊
行
し
た
（
図

13
）。

「
字
彙
」
の
語
は
中
国
の
漢
字

字
典
『
字
彙
』（
一
六
一
五
）
に

倣
っ
て
付
け
ら
れ
て
お
り
、
見
出

し
語
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
配
列

を
表
し
て
い
な
い
。
底
本
は
商
館

長
ド
ゥ
ー
フ
の
離
日
（
一
八
一

七
）
後
、
幕
命
に
よ
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
た
ち
が
増
補
改
訂
し
、
天
保

五
年
（
一
八
三
四
）
に
完
成
し
た
「
阿
蘭
陀
辞
書
和
解
」
で
あ
っ
た
。

こ
の
場
合
「
阿
蘭
陀
辞
書
」
は
ハ
ル
マ
『
蘭
仏
辞
典
』
を
指
し
て
お

り
、「
辞
書
」
は
オ
ラ
ン
ダ
語w

oordenboek

の
訳
語
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
、
初
の
本
格
的
な
英
和
辞
典
で
あ
り
、
英
学
時
代
の
始
ま
り
を

告
げ
る
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』（
洋
書
調
所
、
一
八
六
二
）
の
書
名

の
な
か
で
、dictionary

の
訳
語
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い
く
。

坪
井
信
道
門
人
の
単
語
帳

オ
ラ
ン
ダ
語
文
法
の
学
習
を
基
礎
と
す
る
オ
ラ
ン
ダ
語
医
書
の
講
読

を
、
初
め
て
本
格
的
に
取
り
入
れ
た
蘭
学
塾
は
蘭
方
医
坪
井
信
道
が
文

政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
に
江
戸
深
川
上
木
場
三
好
町
に
開
い
た
安
懐

堂
で
あ
っ
た
。
三
年
後
に
は
深
川
冬
木
町
に
蘭
学
塾
日
習
堂
を
開
く
。

信
道
の
門
人
た
ち
が
編
集
し
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
配
列
の
医
学
用
語

集
は
次
々
に
医
学
生
間
で
筆
写
さ
れ
、
数
多
く
の
写
本
が
伝
わ
っ
て
い

る（
（
（

。洋
学
文
庫
は
そ
の
中
で
も
最
初
期
の
状
態
を
伝
え
る
貴
重
な
写
本
を

所
蔵
す
る
。「
薬
名
ア
ベ
セ
引　

コ
ン
ス
ト
ウ
ォ
ル
ド　

合
」
と
の
題

簽
を
持
つ
伊
藤
圭
介
旧
蔵
本
で
あ
る
。「
尾
張
伊
藤
氏
記
」「
尾
張
伊
藤

圭
介
之
記
」
の
印
記
と
「Itookeiske

」
の
墨
書
が
あ
る
。
前
半
の

「
薬
名
ア
ベ
セ
引
」（
一
二
五
丁
）
は
次
頁
の
図
14
左
に
翻
字
し
た
蘭
文

標
題
（
図
14
）
を
持
つ
。

図 13　和蘭字彙　扉と例言［16096］
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こ
れ
を
訳
せ
ば
、

「
羅
蘭
・
漢
和
・
薬

名
集　

坪
井
塾
生
編　

宇
田
川
榛
斎
等
校
閲　

江
戸　

天
保
五〈
元
〉

年
」
と
な
る
。
見
返

し
に
「
千
八
百
三
十

年　

天
保
元
年
也
」

の
墨
書
が
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
、
蘭
文
の
年
数
は
当
初
「tenpo jaar 1

」（
天
保
元
年
）
と
書

き
入
れ
、
後
に
「tenpo jaar 5

」（
天
保
五
年
）
と
訂
正
し
た
こ
と
が

分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
最
初
の
坪
井
塾
安
懐
堂
で
天
保
元
年
に
編
集
さ

れ
、
の
ち
天
保
五
年
ま
で
に
増
補
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
宇
田
川

榛
斎
（
玄
真
）
は
坪
井
信
道
の
師
で
あ
り
、
後
援
者
で
あ
っ
た
。
見
出

し
語
は
主
と
し
て
次
の
蘭
方
薬
物
書
三
種
（
い
ず
れ
も
宇
田
川
玄
真

訳
・
宇
田
川
榕
庵
校
）
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
語
・
ラ
テ
ン
語
の
薬
名
二
三
六

八
語
を
選
ん
で
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
配
列
し
、
訳
語
を
採
用
し
た
薬

物
書
は
次
の
ご
と
く
（
薬
）（
名
）（
補
）
の
略
号
で
示
さ
れ
る
。

（
薬
）『
和
蘭
薬
鏡
』
初
編
三
巻
（
一
八
二
〇
）

（
名
）『
遠
西
医
方
名
物
考
』
三
十
六
巻
（
一
八
二
二
～
二
五
）

（
補
）『
遠
西
医
方
名
物
考
補
遺
』
九
巻
（
一
八
三
四
）

後
半
の
「
コ
ン
ス
ト
ウ
ォ
ル
ド
」（
五
十
八
丁
）
は
上
掲
の
蘭
文
標

題
を
持
つ
。
書
名
ら
し
く
訳
せ
ば
、「
Ｍ
・
Ｏ
・
ケ
ン
ゾ
ー
編　

Ｏ
・

Ｇ
・
サ
ン
ペ
イ
改
訂
大
増
補　

ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
順
配
列　

医
薬
関
連
術
語
集　

江

戸　

天
保
五
年
」
と
な
る
。

「
Ｍ
・
Ｏ
・
ケ
ン
ゾ
ー
」（
三
尾
謙
造
）

は
備
前
岡
山
出
身
の
坪
井
信
道
門
人
で
あ

る
が
、
履
歴
な
ど
詳
細
は
分
か
ら
な
い（

（
（

。

「
Ｏ
・
Ｇ
・
サ
ン
ペ
イ
」
は
天
保
二
年

（
一
八
三
一
）
に
坪
井
信
道
に
入
門
し
た　

緒
方
洪
庵
で
あ
る
。「
コ
ン
ス
ト
ウ
ォ
ル

ド
」
の
原
語
は
オ
ラ
ン
ダ
語

konstw
oord

ま
た
はkunstw

oord

（
術

語
）
で
あ
る
。
中
見
出
し
「GA

」
か
ら

図 14　薬名アベセ引　標題紙
［33231］ 　　　

Latijnsche, hollandsche
en

Chinesche, Japansche
namen

der
geneesmiddelen

verzameld
door

Leerlingen in tuboi,
en herziend door

W. d. G, Sinzai enz.

 Te edo,
　　　　　tenpo jaar 5 <1>

Verzameling / van de / Kunstwoorden, 
/ Betrekkelijk de genees- / middelen, / 
door M.O. kenzoo / en daarna verbeterd 
en zeer / vermeerderd, zelfs alphabe- / 
tisch gerangschikt / door O.G. Sanpij. / 
te edo, tenpoo 5.
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例
を
示
せ
ば
、

gargarism
a　

嗽
剤

gallinai[sic]　

鶏

gallic[sic]　

フ
ラ
ン
ス

galactophorum
　

乳
汁
ヲ
湧
出
ス

と
あ
る
よ
う
に
、
本
文
の
見
出
し
語
の
ラ
テ
ン
語
は
往
々
に
し
て
文

法
的
に
不
十
分
で
あ
る
が
、
当
時
と
し
て
は
致
し
方
な
い
こ
と
だ
ろ

う
。gallinai

はgallinae
、gallic

はGallica

の
誤
記
で
あ
る
。

坪
井
信
道
塾
は
い
わ
ゆ
る
宇
田
川
三
代
（
宇
田
川
玄
随
、
玄
真
、
榕

菴
）
の
流
れ
を
汲
み
、
江
戸
の
蘭
学
塾
の
な
か
で
も
、
最
高
水
準
の
原

典
主
義
教
育
と
臨
床
医
学
教
育
を
実
践
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
宇
田

川
玄
随
（
一
七
五
五
～
九
七
）、
玄
真
（
一
七
六
九
～
一
八
三
四
）
は

桂
川
甫
周
国
瑞
お
よ
び
大
槻
玄
沢
の
門
人
で
あ
り
、
榕
菴
（
一
七
九
八

～
一
八
四
六
）
は
馬
場
佐
十
郎
か
ら
当
時
最
高
の
オ
ラ
ン
ダ
語
文
法
知

識
を
学
ん
だ
。

坪
井
信
道
は
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
に
宇
田
川
塾
で
「
ヅ
ー
フ
ハ

ル
マ
」
を
三
部
筆
写
し
て
学
費
を
得
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
坪
井
信
道

塾
か
ら
は
大
坂
で
適
塾
を
開
い
た
緒
方
洪
庵
（
一
八
一
〇
～
六
三
）
の

ほ
か
に
、
幕
府
蕃
書
調
所
教
官
と
な
っ
た
川
本
幸
民
（
一
八
一
〇
～
七

一
）、
京
都
で
蘭
学
塾
時
習
堂
を
開
い
た
広
瀬
元
恭
（
一
八
二
一
～
七

〇
）、
佐
久
間
象
山
に
オ
ラ
ン
ダ
語
を
教
授
し
た
黒
川
良
安
（
一
八
一

七
～
九
〇
）
な
ど
優
れ
た
蘭
学
者
が
輩
出
し
た
。

蘭
学
者
の
洋
印

蘭
学
勃
興
期
に
、
長
崎
で
い
ち
早
く
西
洋
医
学
を
標
榜
し
、
医
学
塾

「
成
秀
館
」
を
開
い
た
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
吉
雄
幸
左
衛
門
は
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
の
洋
印
「JO

SIW
O

」
を
落
款
や
蔵
書
印
と
し
て
用
い
た
。
こ

の
趣
味
を
江
戸
で
最
初
に
取
り
入
れ
た
の
は
桂
川
甫
周
国
瑞
で
あ
ろ

う
。「H

O
ZU

W

」
の
蔵
書
印
が
大
槻
玄
沢
旧
蔵
の
ヨ
ン
ス
ト
ン
『
動

物
図
譜
』
に
捺
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
広
瀬
元
恭
の
洋
印
は
自
分
の
肖
像
の
周

り
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
「JA

PA
N

・FILO
CE

」
と
彫
り
込
ん
だ

円
印
で
あ
る
（
図
15
）。

幕
末
の
銅
版
彫
版
師
の
間
で
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
署
名
が
流
行
し

た
。
玄
々
堂
二
代
目
松
田
緑
山
の
『
銅
版
新
鐫
極
細
画
便
覧
』（
松
田

緑
山
鉄
筆
、
皇
都
玄
々
堂
発
行
、
乾
坤
二
冊
、
折
帖
）
に
張
り
込
ま
れ

た
春
燈
斎
岡
田
義
房
（
儀
七
郎
）
の
蒸
気
機
関
車
図
（
図
16
）
に
は
、

蘭
文
署
名
「Suntooe cij

」（
図
17
）

が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
「
し
ゆ
ん
と

う
さ
い
」
の
オ
ラ
ン
ダ
語
式
ロ
ー
マ
字

表
記
で
あ
る
。
春
燈
斎
は
山
本
読
書
室

に
出
入
り
し
た
彫
版
師
で
、
バ
ク
テ
リ

ア
の
顕
微
鏡
観
察
図
を
彫
り
込
ん
だ
土

田
英
章
著
『
微
虫
図
』（
嘉
永
元
年
一

八
四
八
刊（

（
（

）
や
山
本
亡
羊
著
『
嘉
永
二

年
己
酉
名
花
七
十
二
候（

（
（

』
な
ど
の
微
塵

図 15　広瀬元恭蔵書印［32809］
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銅
版
画
を
残
し
て

い
る
。

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

文
字
の
普
及

天
保
十
年
（
一

八
三
九
）
正
月
、

京
都
で
『
和
蘭
文

字
早
読
伝
授
』

（
折
本
、
堺
屋
仁

兵
衛
版
）
が
発
行

さ
れ
た
。
文
化
十

一
年
（
一
八
一

四
）
春
に
大
坂
の

秋
田
屋
太
右
衛
門
が
出
し
た
初
版
の
再

版
で
あ
る
。「
穵
別
泄
（
ア
ベ
セ
）」
の

標
目
の
も
と
に
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
二

十
六
文
字
に
そ
れ
ぞ
れ
「A

ア
」「B

ベ
」「C

セ
」「D

デ
」「E

ヱ
」「F

フ
」

「G

ヘ
」「H

ハ
」「I/J

イ
」「K

カ
」

「L

ル
」「M

ム
」「N

ナ
」「O

オ
」「P

ヘ
」「Q

ク
「R

ラ
」「S

サ
」「T

テ
」

「U

ウ/

ユ
」「V

ハ
」「W

ハ
」「X

ス
」「Y

イ
」「Z

ト
」
の
名
称

を
与
え
て
い
る
。

江
戸
時
代
に
手
習
い
に
使
わ
れ
た
折
本
の
仮
名
手
本
は
「
い
ろ
は
」

四
十
七
文
字
の
片
仮
名
、
平
仮
名
、
変
体
仮
名
、
楷
書
、
行
書
、
草

書
、
な
ど
の
手
本
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た（

（
（

。
本
書
は
こ
れ
に
倣
っ
て
、

「
い
ろ
は
」
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記
を
、「
メ
ル
ク
レ
ツ
テ
ル
」

（m
erkletter

、
ロ
ー
マ
ン
書
体
大
文
字
立
体
）、「
ロ
ー
ム
ス
レ
ツ
テ

ル
」（rom

einsche letter

、
ロ
ー
マ
ン
書
体
小
文
字
立
体
）、「
テ
レ

ツ
キ
レ
ツ
テ
ル
」（trekletter

、
筆
記
書
体
小
文
字
）、「
ド
ル
ク
レ
ツ

テ
ル
」（drukletter

、
ゴ
シ
ッ
ク
書
体
小
文
字
）、「
イ
タ
リ
ヤ
ー
ン

ス
レ
ツ
テ
ル
」（italiaansche letter

、
イ
タ
リ
ッ
ク
書
体
小
文
字
）、

「
イ
タ
リ
ヤ
ア
ン
ス
ホ
ウ
フ
ト
レ
ツ
テ
ル
」（italiaansche 

hoofdletter

、
イ
タ
リ
ッ
ク
書
体
大
文
字
）、「
ホ
ウ
フ
ト
テ
レ
ツ
キ
レ

ツ
テ
ル
」
小
文
字
（hoofdtrekletter

、
筆
記
書
体
大
文
字
）
の
七
つ

の
書
体
で
表
示
し
て
い
る
。「
い
ろ
は
」
四
十
七
文
字
に
、「
ば
」「
ぱ
」

「
ぼ
」「
ぽ
」
な
ど
濁
音
、
半
濁
音
の
文
字
を
加
え
て
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

表
記
を
対
応
さ
せ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
（
図
18
）。

著
者
の
廬
橘
菴
田
宮
仲
宣
（
一
八
一
五
没
）
は
戯
作
者
で
あ
る
が
、

「
和
蘭
の
音
ハ
直
音
も
あ
れ
ど
多
分
拗
音
也
。
梵
書
と
同
じ
様
な
る
処

多
し
。
梵
書
よ
り
ハ
遥
か
に
簡
易
な
る
も
の
也
。
字
原
二
十
六
内
ア
イ

ウ
エ
オ
ユ
の
字
母
を
除
て
残
二
十
字
ア
イ
ウ
ヱ
オ
ユ
の
音
母
字
に
接
て

字
を
作
る
也
。
こ
れ
を
ア
ベ
セ
テ
ツ
テ
レ
ン
と
云
。
皇
国
の
い
ろ
は
と

図 16　松田碌山　銅版新鐫極細画便覧［33401］

図 17　春燈斎　蘭文署名
［33401］ 　

ブック 1.indb   168 2017/02/24   11:39:35



169

洋学文庫にみる日本文化

云
義
に
お
な
じ
」
と
述
べ

る
よ
う
に
、
そ
の
解
説
は

悉
曇
や
蘭
学
の
知
識
を
交

え
た
比
較
文
字
文
化
論
と

し
て
興
味
深
い
。
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
七
つ
の
書

体
は
藤
林
普
山
の
『
訳
鍵

凡
例
附
録
』（
跋
文
化
七

年
二
月
）
に
依
拠
し
た
と

思
わ
れ
る
。

ペ
リ
ー
来
航
に
よ
っ
て

惹
起
さ
れ
た
蘭
学
ブ
ー
ム

の
な
か
で
、
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
二
十
六
文
字
は
よ

り
広
く
日
本
人
の
文
字
文

化
に
浸
透
し
て
い
く
が
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
読
み
方
は
必
ず
し
も
オ

ラ
ン
ダ
語
の
正
規
の
発
音
に
従
わ
な
か
っ
た
。

「
己
未
ノ
崎
陽
舟
中
和
蘭
語
遷
聞
書
」（
横
本
、
二
八
丁
）
は
安
政
六

年
（
一
八
五
九
）
に
長
崎
の
船
中
で
、
道
誠
な
る
人
物
が
聞
書
き
し
、

翌
年
作
成
し
た
イ
ロ
ハ
引
き
の
日
蘭
単
語
帳
で
あ
る
。
打
ち
付
け
書
き

題
名
中
の
「
遷
」
は
「
選
」
の
当
て
字
で
あ
ろ
う
。
あ
ら
か
じ
め
イ
ロ

ハ
順
に
配
列
し
た
日
本
語
に
片
仮
名
書
き
の
オ
ラ
ン
ダ
語
を
書
き
入
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
コ
の
項
目
に
は
、「
号
令
コ
ン
マ
ン
デ
ー
ル　

腰

掛
ス
ツ
ー
ル　

暦
ア
ル
マ
ナ
コ　

後
家
ナ
ー
ホ
イ
ス　

氷
砂
糖
カ
ン

デ
ー
ソ
イ
ク
ル
」
と
あ
る
。
カ
ナ
書
き
に
は
そ
れ
ぞ
れ

com
m

anderen

、stoel

、alm
anach

、nahuis

、kandijsuiker

の

オ
ラ
ン
ダ
語
が
対
置
さ
れ
る
が
、

com
m

anderen

は
「
号
令
を
か
け
る
」
と
い

う
動
詞
で
あ
り
、「
号
令
」
はcom

m
ando

ま

た
はcom

m
andem

ent

で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。「
後
家
」
に
当
て
ら
れ
たnahuis

は
直
訳

の
和
製
オ
ラ
ン
ダ
語
で
あ
り
、
正
し
く
は

w
eduw

e

と
す
べ
き
で
あ
る
。

情
報
提
供
者
は
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
習
し
た
日

本
人
船
員
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
単
語
帳

に
示
さ
れ
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
文
字
に
は
「
ア　

ブ　

ク　

ト　

ヱ　

フ　

グ　

フ　

イ　

ヰ　

ク　

ル　

ム　

ン　

ヲ　

プ　

キ　

ユ　

ル　

ス　

ト　

ユ　

フ　

ウ　

キ
ス　

ヱ
イ　

せ
」

と
い
う
呼
称
が
付
け
ら
れ
て
い
る
（
図
19
）。

A
BC

を
オ
ラ
ン
ダ
語
式
に
「
ア
ー
ベ
ー
セ
ー
」

で
は
な
く
、「
ア
ブ
ク
ト
」
あ
る
い
は
「
ア
ブ

ク
ド
」
と
呼
ん
だ
独
特
の
習
慣
が
幕
末
明
治
初

期
に
あ
っ
た
証
拠
で
あ
る
。
安
政
年
間
に
長
崎

図 18　和蘭文字早読伝授　再版（京都 1839）［32811］

図 19　己未ノ崎陽舟中和蘭語遷聞書［32950］
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の
船
に
乗
り
込
み
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
習
得
し
て
い
た
日
本
人
船
員
と
い

え
ば
、
安
政
三
年
～
五
年
の
長
崎
海
軍
伝
習
参
加
者
か
、
そ
の
影
響
下

に
あ
っ
た
船
員
と
推
定
さ
れ
る
。

足
羽
県
活
版
局
の
外
国
語
教
科
書

明
治
五
年
四
月
、
足
羽
県
活
版
局
は
八
月
二
日
の
学
制
発
布
に
先
駆

け
て
、
英
語
入
門
書
『
官
許
ホ
ル
ス
ト
ブ
ッ
ク
』
と
ド
イ
ツ
語
教
本

『
官
許
独
学
階
梯
』（
左
四
眼
袋
綴
じ
、
小
本
、
五
十
丁
）
を
金
属
活
字

版
で
翻
刻
出
版
し
た
。
さ
ら
に
同
年
初
冬
九
月
に
は
、「
足
羽
県
小
学

校
内
頒
行
本
」
と
し
て
木
活
字
版
の
『
英
綴
字
』（
木
活
字
版
、「
福
井

藩
頒
行
本
」、
美
濃
判
、
本
文
二
十
一
丁
）
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

足
羽
県
出
版
の
外
国
語
教
科
書
が
三
点
揃
っ
て
収
蔵
さ
れ
て
い
る
の
は

洋
学
文
庫
の
他
に
例
が
な
い
と
思
わ
れ
、
大
変
貴
重
で
あ
る
。

『
官
許
ホ
ル
ス
ト
ブ
ッ
ク
』［33027

］
は
左
結
び
綴
じ
、
本
文
十
八

丁
、
縦
一
四
七
㎜
、
横
一
〇
〇
㎜
。
表
紙
中
央
の
匡
郭
内
に
「
官
許
／

明
治
五
年
壬
申
四
月
翻
刻
／
ホ
ル
ス
ト
ブ
ッ
ク
／
足
羽
県　

活
版
局
」

と
整
版
で
印
刷
し
（
図
20
）、
標
題
紙
（p.[1]

）
の
「FIRST

 BO
O

K
 

/ O
F / LESSO

N
S / FO

R / T
H

E U
SE O

F SCH
O

O
LS.

」
以

降
、
英
文
序
文
（p.[2]

）、
本
文
（pp.3-36

）
の
末
尾
ま
で
、
す
べ
て

活
版
で
あ
る
。
本
文
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
、
母
音
、
子
音
、
イ
タ
リ
ッ

ク
書
体
、
数
字
、
発
音
と
綴
り
を
表
示
し
た
あ
と
、Lessons I 

か
ら

Lessons X
X

X

ま
で
、
簡
単
な
例
文
か
ら
複
雑
な
例
文
へ
と
段
階
的

に
発
音
練
習
を
課
し
て

い
る
。
翻
刻
の
元
に

な
っ
た
原
書
は
文
部
省

刊
行
『
准
刻
書
目
』

（
壬
申
四
月
）
が
左
記

の
よ
う
に
示
す
。

フ
ロ
ス
ト
ボ
ッ
ク　

出
板　

足
羽
県
学
校　

一
冊

一
八
六
八
年
英
国
ダ
フ
リ
ン
ニ
テ
出
板
セ
ル
ヲ
翻
刻
ス

こ
の
一
八
六
八
年
版
は
、British Library O

nline Catalogue

に

記
載
の
あ
る
、First Book of Lessons for the use of schools. 

C
om

m
issioners of N

ational E
ducation. A

lexander T
hom

: 
D

ublin, 1855.

の
後
刷
本
と
思
わ
れ
る
が
、
所
在
は
確
認
で
き
て
い
な

い
。
内
容
的
に
は
上
カ
ナ
ダ
公
教
育
評
議
会
の
監
修
に
な
る
左
記
の
ト

ロ
ン
ト
版
が
『
官
許
ホ
ル
ス
ト
ブ
ッ
ク
』
と
よ
く
一
致
す
る
こ
と
を
確

認
で
き
た
。

F
irst B

ook O
f Lessons, F

or T
he U

se O
f Schools.　

A
uthorized by the C

ouncil of Public Instruction for 
U

pper Canada.T
oronto, Robert M

cPhail, 1864

（
（
（.

図 20　官許ホルストブック
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First Book

の
読
み
を
「
フ
ロ
ス
ト
ボ
ッ
ク
」
と
表
記
す
る
例
は

他
に
見
な
い
が
、First

を
「
ホ
ル
ス
ト
」
と
表
記
す
る
の
は
当
時
珍

し
く
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。『
英
語
単
語
図
解
』（
明
治
五
年
刊

［16284

］）
で
は
「Part I

」
を
「
パ
ー
ト　

ホ
ル
ス
ト
」
と
読
ま
せ

て
い
る
。
ま
た
、
明
治
初
期
に
「
御
書
物
師　

三
家
村
佐
平
」（
東
京

小
伝
馬
町
壱
丁
目　

弘
文
堂
主
人
）
が
作
成
し
た
洋
学
教
科
書
販
売
目

録
「
口
上
書
」（
写
本
［33436
］）
に
は
、　

一
ミ
ツ
チ
ヱ
ル　

ホ
ル
ス
ト
レ
ツ
シ
ヨ
ン

一
バ
ス
ケ
ル
ス　

ホ
ル
ス
ト

の
例
が
見
え
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
左
記
の
原
書
名
の
略
称
で
あ
る
。

M
itchell's F

irst Lessons in G
eography for Y

oung 
Children.

Parker's First Lessons in N
atural Philosophy. 

『
官
許
独
語
階
梯
』
は
左
四
眼
袋
綴
じ
、
五
十
丁
。
縦
一
七
九
㎜
、

横
一
二
七
㎜
。
表
紙
中
央
の
題
簽
「
官
許　

独
語
階
梯　

全
」、
見
返

し
扉
題
「
官
許
／
明
治
五
年
壬
申
四
月
新
鐫
／
独
語
階
梯
／
足
羽
県　

活
版
局
」、
一
ウ
（
一
オ
は
白
紙
）
の
ゴ
シ
ッ
ク
書
体
に
よ
る
ハ
ー
フ

タ
イ
ト
ル
「deutsche / lese-und / uebungsbuch.

」
は
い
ず
れ
も

整
版
で
あ
る
。
標
題
紙
（
二
オ
、
図
21
）
の
匡
郭
内
を
翻
字
す
れ
ば
左

記
の
如
く
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
最
初
の
三
行
「D

as / deutsche / 
lese-uebungsbuch

」
は
ゴ
シ
ッ
ク
書
体
に
よ
る
整
版
、
他
の
行
は

ロ
ー
マ
ン
書
体
の
活
版
で
あ
る
。

全
体
に
丁
付
け
は
な
く
、
二
ウ
は
白
紙
。
本
文
は
す
べ
て
ロ
ー
マ
ン

書
体
の
活
版
で
あ
る
。『
絵
入
独
逸
学
蒙
求
』（
荒
川
文
平
訳
、
明
治
五

年
、
東
京
、
鈴
木
喜
右
衛
門
刊
、
整
版
、［16499

］）
の
よ
う
に
ゴ

シ
ッ
ク
書
体
を
使
用
し
て
い
な
い
。
本
文
は
三
オ
（p.5

）
か
ら
始
ま

り
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
文
字
と
発
音
（pp.5-7

）、Part I 

（pp.1-
26

）、Part II 

（pp.1-30

）、Part III 

（pp. 1-30

）、
練
習
課
題
（D

ie 
A

ufgabe für erlernung. pp.1-4

）
の
よ
う
に
各
部
独
立
し
た
パ
ジ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
持
つ
。Part I

～Part III

は
そ
れ
ぞ
れ
段
階
的
に
伝
統
文
法
を
学
ぶ
た図 21　官許独語階梯［16516］

D a s  ／ d e u t s c h e ／  l e s e -
u e b u n g s b u c h ／  z u m  ／
Gebrache[s ic ] ／ für ／ die 
Schüler ／ welche die deutsche 
／ Sprachlehere zu ／ lernen ／
beginnen. ／―　／ ASWAKEN.
／ Fünftes Iahr von Meidjj.
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め
の
例
文
集
と
な
っ
て
い
る
。
末
尾
（
五
十
オ
）
に
は
次
の
よ
う
な
足

羽
県
学
校
教
官
の
奥
書
が
左
か
ら
縦
組
み
で
活
版
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
■
は
誤
植
を
抹
消
し
た
も
の
で
、
元
の
漢
字
は
判
読
出
来
な

い
。

我
邦
独
学
ノ
開
闡
日
浅
フ
シ
テ
舶
載
ノ
書
モ
亦
乏
シ
因
て
英
国

〔
ア
ー
ン
〕
氏
彼
紀
元
千
八
百
五
十
七
年
対
訳
セ
シ
日
耳
曼
書
中

ヨ
リ
其
章
句
簡
要
ニ
シ
テ
用
法
正
純
ナ
ル
者
ヲ
撰
ン
テ
之
ヲ
纂
集

シ
以
テ
校
内
語
学
生
ノ
誦
習
ニ
便
ナ
ラ
シ
ム
ト
云
爾　

�

明
治
五
壬
申
四
月
上
浣
足
羽
県
学
校
教
官
■
識

こ
れ
に
よ
っ
て
、
翻
刻
に
利
用
し
た
原
書
は
ド
イ
ツ
の
言
語
教
育
者

フ
ラ
ン
ツ
・
ア
ー
ン
（Franz A

hn, 

一
七
九
六
～
一
八
六
五
）
が
一

八
五
七
年
に
著
し
た
初
級
ド
イ
ツ
語
教
科
書
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
の

原
タ
イ
ト
ル
、
出
版
地
、
発
行
者
等
の
書
誌
事
項
と
内
容
は
不
明
で
あ

る
。
ア
ー
ン
は
ド
イ
ツ
語
の
み
な
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
英
語
、
オ
ラ

ン
ダ
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
な
ど
近
代
諸
語
の
教
科
書
を
欧
州
各
地
で
出

版
し
て
い
る
。

『
英
綴
字
』
は
左
四
眼
袋
綴
じ
、
二
十
一
丁
。
縦
二
三
〇
㎜
、
横
一

五
二
㎜
。
表
紙
中
央
の
題
簽
「
明
治
五
年
初
冬
刊
／
英
綴
字
／
足
羽
県

／
小
学
校
内
頒
行
本
」
許　

独
語
階
梯　

全
」
は
整
版
（
図
22
）。
本

文
に
パ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
丁
付
け
、
い
ず
れ
も
な
く
、
全
丁
に
匡
郭
を

施
す
。
一
オ
の
左
下
、
綴
じ
目
と
匡

郭
の
間
に
「
福
井
藩
頒
行
本
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
本

文
は
明
治
四
年
七
月
の
廃
藩
置
県
以
前
に
印
刷
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ

る
。
最
初
の
三
丁
は
整
版
に
よ
り
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
ロ
ー
マ
ン
書

体
（T

he Rom
an

）
の
大
文
字
（
一
オ
）、
小
文
字
（
一
ウ
）、
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
筆
写
体
（T

he Script

）
の
大
文
字
（
二
オ
）、
小
文
字

（
二
ウ
）、
ロ
ー
マ
数
字
（T

he Rom
an notation,

三
オ
）、
ア
ラ
ビ

ア
数
字
（T

he A
rabic notation,

三
ウ
）
が
表
示
さ
れ
、
第
四
丁
か

ら
最
終
丁
（
図
23
）
ま
で
は
欧
文
木
活
字
に
よ
る
活
版
で
あ
る
。

こ
の
整
版
に
よ
る
三
丁
分
の
典
拠
は
不
明
で
あ
る
が
、
第
四
丁
以
降

の
欧
文
木
活
字
の
部
分
は
幕
府
開
成
所
刊
行
の
『
英
語
階
梯
』（
慶
応

二
年
、
木
活
字
版
［16262

］）
か
ら
の
抜
粋
で
あ
り
、
そ
の
ル
ー
ツ
は

英
国
の
文
法
学
者
リ
ン
ド
レ
ー
・
マ
レ
ー
が
著
し
た
英
語
綴
り
字
書
、

図 22　英綴字　表紙［16200］

図 23　英綴字　本文末尾［16200］
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Lindley M
urray, E

nglish Spelling-Book. Paris, 1839.

に
あ
る
。

『
英
綴
字
』
の
木
活
字
は
『
英
語
階
梯
』
の
木
活
字
よ
り
も
大
き
く
読

み
や
す
い
。

洋
学
文
庫
の
『
英
綴
字
』
は
「T

his book belong

［sic

］ to H
 

T
anabe

」「
田
辺
白
龍
英
学
先
生
」「
越
前
国
南
條
郡
坂
口
村　

少
林

寺
徒
弟　

苗
代
益
隠
」「
曹
洞
学
林
宗
費
生　

苗
代
益
隠
」「
明
治
廿
三

年
八
月
廿
四
日
」
な
ど
の
書
き
入
れ
か
ら
、
田
辺
白
龍
な
る
英
語
教
師

か
ら
、
そ
の
生
徒
苗
代
益
隠
に
譲
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
二
十
六
文
字
に
付
け
ら
れ
た
「
エ
ー　

ビ
ー　

シ
イ　

デ

イ
ー　

イ
ー　

エ
フ　

ジ
ー　

エ
ツ
チ　

ア
イ　

ゼ
ー　

ケ
ー　

エ
ル　

エ
ム　

エ
ン　

オ
ー　

ピ
ー　

キ
ユ　

ア
ル　

ヱ
ス　

テ
イ
ー　

ユ　

ヴ
ー　

ダ
ブ
ル
ユ
ー　

ヱ
ツ
キ
ス　

ワ
イ　

ズ
イ
」
の
読
み
は
生
徒
の

苗
代
が
明
治
二
十
三
年
頃
に
書
き
入
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
明
治
五
年
当

時
は
ど
の
よ
う
な
読
み
が
教
授
さ
れ
た
の
か
、
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。明

治
五
年
に
お
け
る
『
ホ
ル
ス
ト
ブ
ッ
ク
』
と
『
英
綴
字
』
の
使
用

状
況
に
つ
い
て
は
、
同
年
十
一
月
、
大
野
小
学
校
の
教
員
が
足
羽
県
学

校
掛
に
対
し
て
、
生
徒
増
に
よ
る
不
足
分
を
補
う
た
め
に
、『
ホ
ル
ス

ト
ブ
ッ
ク
』
五
十
部
と
『
綴
字
書
』
百
部
の
斡
旋
を
求
め
た
事
例
が
報

告
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

2　

和
歌
と
俳
句

洋
学
文
庫
に
は
江
戸
・
明
治
期
日
本
人
の
外
国
語
学
習
に
関
す
る
資

料
に
混
じ
っ
て
、
日
本
文
化
の
基
調
を
な
す
和
歌
や
俳
句
、
漢
文
に
か

か
わ
る
異
文
化
交
流
史
資
料
も
含
ま
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
中
か

ら
、
欧
州
の
日
本
学
黎
明
期
に
パ
リ
で
日
本
語
日
本
文
学
を
教
授
し
た

フ
ラ
ン
ス
人
学
者
レ
オ
ン
・
ド
・
ロ
ニ
ー
の
『
日
本
語
考
』（
パ
リ
、

一
八
五
六
）、
ク
ナ
シ
リ
島
で
ア
イ
ヌ
風
俗
を
詠
っ
た
旗
本
羽
太
正
養

（
は
ぶ
と
・
ま
さ
や
す
）
の
「
蝦
夷
地
歌
仙
」（
一
八
〇
一
）、
商
館
長

ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ド
ゥ
ー
フ
の
俳
句
を
収
録
し
た
『
四
海
句
雙
紙　

初

編
』（
一
八
一
六
）、
ラ
イ
デ
ン
大
学
の
日
本
学
者
ホ
フ
マ
ン
が
日
本
人

留
学
生
の
津
田
真
一
郎
と
西
周
の
協
力
を
え
て
出
版
し
た
『
大
学　

和

字
旁
訓
』（
ラ
イ
デ
ン
、
一
八
六
三
）
を
取
り
上
げ
る
。

ロ
ニ
ー
『
日
本
語
考
』

レ
オ
ン
・
ド
・
ロ
ニ
ー
（
一
八
三
七
～
一
九
一
四
）
は
来
日
す
る
こ

と
な
く
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
石
版
で
翻
刻
し
た
節
用
集
『
和
漢
音
釈
書
言

字
考T

hesaurus Linguae Japonicae

』（
ラ
イ
デ
ン
、
一
八
三
五
）

を
も
と
に
ほ
と
ん
ど
独
学
で
日
本
語
を
身
に
つ
け
た
。
そ
の
日
本
語
研

究
の
最
初
の
成
果
を
ま
と
め
、
日
本
開
国
後
の
欧
州
に
お
け
る
日
本
語

需
要
に
応
え
る
べ
く
、
当
時
欧
州
東
洋
学
の
中
心
地
と
な
っ
て
い
た
パ
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リ
で
、
日
本
語
書
名
『
日
本
語
考
』

を
冠
し
て
出
版
し
た
の
が
、『
日
本

語
研
究
序
説
』Léon de Rosny, 

Introduction à l'étude de la 
lan

gu
e japon

aise. P
aris, 

M
aisonneuve, 1856.

で
あ
っ
た
。

ロ
ニ
ー
は
こ
の
と
き
弱
冠
十
九
歳
。

そ
の
略
標
題
紙
（
ハ
ー
フ
タ
イ
ト
ル

ペ
ー
ジ
）
と
標
題
紙
（
タ
イ
ト
ル

ペ
ー
ジ
）
の
間
に
は
、
日
本
式
に
匡

郭
を
三
分
し
、
石
版
で
「
囉
尼
小
儒
輯
著
／
日
本
語
考　

全
一
本
／
巴

里
城　

尼
科

聚
珍
房
印　

墨
頌
訥
仏
書
肆
発
客
」
と
印
刷
し
た
扉
が

挿
入
さ
れ
て
い
る
（
図
24
）。

扉
の
「
日
本
語
考
」
の
草
書
体
は
ロ
ニ
ー
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
ろ

う
。「
囉
尼
」
は
ロ
ニ
ー
が
使
用
し
た
漢
字
名
で
あ
り
、
序
文
末
尾
に

は
署
名
に
代
え
て
「
勒
温
囉
尼
」（
レ
オ
ン
・
ロ
ニ
ー
）
の
印
記
を
用

い
て
い
る
。「
小
儒
」
は
謙
遜
を
示
す
。「
尼
科

（
ニ
コ
ラ
）
聚
珍

房
」
と
は
東
洋
諸
語
の
活
字
を
所
有
し
て
い
た
マ
リ
ウ
ス
・
ニ
コ
ラ

（M
arius N

icolas

）
印
刷
工
房
の
こ
と
で
、
ロ
ニ
ー
は
序
文
で
ニ
コ

ラ
氏
に
謝
辞
を
述
べ
て
い
る
。「
墨
頌
訥
仏
」
は
東
洋
学
専
門
書
肆
メ

ゾ
ヌ
ー
ヴ
の
音
訳
で
あ
る
。

こ
の
高
度
な
日
本
語
教
科
書
に
は
読
解
練
習
（Exercice de 

lecture

）

の

教
材
が
二
種
、

掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
第
一
教
材

は
千
字
文
の
読

み
下
し
の
抜
粋

（
天
地
玄
黄
か

ら
乃
服
衣
裳
ま

で
）
を
片
仮
名

書
き
と
平
仮
名
書
き
で
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
仮
名
書
き
は
「
ア

メ
ツ
チ
ハ　

ク
ロ
ク　

キ
ナ
リ
。」
で
始
ま
り
「
ス
ナ
ハ
チ　

コ
ロ
モ

ヲ　

キ
ル
。」
で
終
わ
る
。
平
仮
名
書
き
は
「
あ
め
つ
ち
ハ
く
ろ
く
き

な
り
。」
で
始
ま
り
「
す
な
ハ
ち
こ
ろ
も
を
き
る
」
で
終
わ
る
。
片
仮

名
、
平
仮
名
と
も
に
活
版
で
あ
り（

（1
（

、
ロ
ー
マ
字
に
転
写
し
た
テ
キ
ス
ト

が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
テ
キ
ス
ト
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
は
な
く
、
脚
注
で

参
考
文
献
と
し
て
親
友
の
ラ
イ
デ
ン
大
学
日
本
学
教
授
ホ
フ
マ
ン
の
ド

イ
ツ
語
訳
を
参
照
さ
せ
る
。

第
二
教
材
が
天
智
天
皇
の
和
歌
「
秋
の
田
の
か
り
ほ
の
い
ほ
の
苫
を

あ
ら
ミ
我
衣
手
ハ
露
に
ぬ
れ
つ
ゝ
」
で
あ
る
（
図
25
）。
百
人
一
首
の

版
本
（
版
種
不
明
）
か
ら
和
歌
を
石
版
で
転
写
し
、
次
頁
に
掲
げ
た
よ

う
に
ロ
ー
マ
字
テ
キ
ス
ト
に
フ
ラ
ン
ス
語
訳
も
加
え
て
い
る
。
こ
の
石

版
に
よ
る
原
テ
キ
ス
ト
の
提
示
方
式
は
パ
リ
東
洋
語
学
校
教
授
と
し
て

図 24　ロニー　日本語考［33140］

図 25　第二教材　天智天皇和歌
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長
年
行
っ
た
日
本
文

学
講
読
の
集
大
成

『
日
本
詩
歌
葉
』

A
n

th
o

lo
g

ie 
japonaise. Paris, 
M

aison
n

eu
v

e, 
1871.

に
至
る
ま
で

一
貫
し
て
い
る
。

「
蝦
夷
地
歌
仙
」

大
航
海
時
代
以

来
、
近
代
欧
州
諸
国

に
よ
る
海
洋
探
検
の

結
果
、
十
八
世
紀
末

に
は
世
界
地
図
上
、
欧
州
人
に
と
っ
て
未
踏
の
海
岸
線
は
日
本
の
北
方

と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
南
東
部
の
み
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
時
代

に
蝦
夷
地
に
対
す
る
地
理
学
的
、
博
物
学
的
関
心
、
ま
た
そ
こ
に
住
む

諸
民
族
に
対
す
る
民
族
学
的
関
心
が
欧
州
の
学
界
に
お
い
て
非
常
に
高

ま
っ
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト
が
日
本
滞
在
中
（
一
八
二

三
～
二
九
）
に
北
方
の
地
理
情
報
を
求
め
、
ア
イ
ヌ
研
究
資
料
を
収
集

し
た
背
景
に
は
そ
う
し
た
欧
州
学
界
の
渇
望
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
幕
府
は
蝦
夷
地
経
営
を
本
格
化
さ
せ
る
た
め
、
寛
政
十
一
年

（
一
七
九
九
）
に
蝦
夷
地
取
締
御
用
掛
を
新
設
し
、
旗
本
の
羽
太
正
養

（
は
ぶ
と
・
ま
さ
や
す
）、
松
平
忠
明
、
石
川
忠
房
ら
を
任
命
し
た
。
伊

能
忠
敬
が
東
蝦
夷
地
沿
岸
測
量
を
行
う
の
は
翌
寛
政
十
二
年
で
あ
る
。

洋
学
文
庫
に
は
、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）、
羽
太
が
東
蝦
夷
地
を

視
察
中
、
ク
ナ
シ
リ
島
の
北
端
ア
ト
イ
ヤ
で
作
っ
た
と
い
う
「
蝦
夷
地

歌
仙
」
の
写
本
（
四
丁
、
整
理
番
号
［16549

］）
が
あ
る
。
羽
太
は
享

和
二
年
に
は
初
代
蝦
夷
奉
行
（
の
ち
箱
館
奉
行
）
に
任
命
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
写
本
は
左
記
の
奥
書
に
あ
る
よ
う
に
、
文
化
十
四
年
（
一
八

一
七
）
年
四
月
二
日
に
知
足
軒
な
る
人
物
が
港
安
と
い
う
和
尚
の
入
手

し
た
写
本
を
筆
写
し
た
も
の
と
い
う
。

享
和
改
元
辛
酉
の
年
、
御
目
付
役
羽
太
庄
左
衛
門
（
後
箱
館
奉
行

ト
成
、
安
芸
守
ニ
任
ス
）
東
蝦
夷
地
巡
見
之
節
、
ク
ナ
シ
リ
島
の

内
ア
ト
イ
ヤ
と
い
ふ
所
に
風
待
滞
留
の
時
、
歌
仙
の
俳
句
を
作
り

起
、
一
時
消
閑
之
戯
れ
と
い
え
共
、
其
風
俗
を
い
へ
り
、
今
写
し

て
置
候
、
時　

文
化
十
酉
四
月
二
日
従
港
安
和
尚
得
之
即
時
写
之

知
足
軒

本
文
の
各
丁
上
欄
に
は
、
羽
太
が
歌
仙
に
詠
み
込
ん
だ
ア
イ
ヌ
の
風

俗
に
関
す
る
頭
注
が
多
く
○
印
と
と
も
に
付
け
ら
れ
て
い
る
（
図
26
）。

当
初
、
こ
の
頭
注
が
誰
の
手
に
な
る
も
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
国

会
図
書
館
古
典
籍
資
料
室
所
蔵
の
写
本
（240-15

）、
羽
太
正
養
著
・

SECOND EXERCICE DE LECTURE.
TEN-DZI-TEN-Wō

           aki no ta no 
                    kari  fo  no
                             ivo no
                     toma wo
              arami
                    waga koromo de va
� tsǒ  yǒ ni nǒre tsǒ tsǒ. 　　　 

En automne, on fait la moisson dans les champs.
La natte qui couvre ma cabane

est  à claire-voie.
� Mon vêtement est mouillé par la rosée.　　
� Le dairi Ten-dzi-ten-wō　　
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新
楽
閑
叟
編
注
「
蝦
夷
地
俳
諧
歌
仙
」
か
ら
新
楽
閑
叟
の
注
で
あ
る
と

判
明
し
た
。
国
会
図
書
館
本
は
蝦
夷
地
取
調
御
用
の
近
藤
正
斎
が
寛
政

十
一
年
六
月
二
十
一
日
付
け
で
ク
ナ
シ
リ
島
の
ア
ト
イ
ヤ
か
ら
『
東
游

雑
記
』
の
著
者
古
川
古
松
軒
に
書
き
送
っ
た
蝦
夷
紀
行
「
正
斎
与
古
松

書
」
の
写
本
と
合
綴
さ
れ
て
い
る
。

合
綴
さ
れ
た
二
写
本
に
は
佐
藤
信
淵
の
蔵
書
印
「
椿
園
蔵
書
」
が
捺

さ
れ
て
お
り
、
巻
末
に
は
佐
藤
信
淵
研
究
で
名
高
い
織
田
完
之
が
明
治

十
九
年
四
月
四
日
付
け
で
、
両
写
本
と
も
佐
藤
信
淵
幼
年
の
真
筆
で
あ

る
こ
と
を
詠
じ
た
七
絶
を
書
き
加
え
て
い
る
。
織
田
は
こ
の
写
本
を
友

人
松
岡
万
か
ら
示
さ
れ
と
い
う
。

洋
学
文
庫
の
「
蝦
夷
地
歌
仙
」
は
、
こ
の
佐
藤
信
淵
自
筆
の
国
会
図

書
館
本
「
蝦
夷
地
俳
諧
歌
仙
」
と
の
照
合
に
よ
り
、
次
の
二
点
に
お
い

て
、
新
楽
が
編
集
し
た
祖
本
の
原
初
の
姿
を
伝
え
る
貴
重
な
写
本
で
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

第
一
に
、
洋
学
文
庫
本
は
後
書
き
に
「
ク
ナ
シ
リ
島
の
内
ア
ト
イ
ヤ

と
い
ふ
所
に
風
待
滞
留
の
時
」
と
あ
る
よ
う
に
、
歌
仙
が
巻
か
れ
た
状

況
を
詳
し
く
伝
え
て
い
る
の
に
対
し
、
国
会
図
書
館
本
は
左
記
の
よ
う

に
前
書
き
で
「
蝦
夷
地
巡
見
の
時
」
と
記
す
の
み
で
あ
る
。

蝦
夷
地
俳
諧
歌
仙　
　
　
　
　

新
楽
閑
叟
註

享
和
改
元
辛
酉
の
年
、
御
目
付
羽
太
庄
左
衛
門
（
名
正
養
、
後

箱
館
奉
行
と
な
り
、
安
芸
守
に
任
ず
）
蝦
夷
地
巡
見
の
時
、

六
々
の
誹
句
を
作
る
、
一
時
消
閑
の
戯
作
と
い
へ
ど
も
、
風
俗

を
見
る
に
足
れ
り

第
二
に
国
会
図
書
館
本
は
編
者
の
後
書
き
に
、
左
記
の
よ
う
に
「
い

さ
ゝ
か
の
注
釈
を
標
に
掲
ぐ
」
と
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
注
は
標
注

（
頭
注
）
で
は
な
く
、
本
文
中
に
置
か
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
洋
学
文

庫
本
が
長
句
短
句
を
合
わ
せ
書
き
し
た
も
の
に
、
主
に
長
句
を
対
象
と

し
て
短
い
頭
注
を
施
し
て
い
る
の
に
対
し
、
国
会
図
書
館
本
は
長
句
と

短
句
を
分
か
ち
書
き
に
し
て
、
長
句
短
句
そ
れ
ぞ
れ
に
詳
し
い
注
を
加

え
て
い
る
の
で
あ
る
。

右
芸
州
君
の
歌
仙
、
い
ま
だ
蝦
夷
地
に
游
バ
ざ
る
も
の
ゝ
暁
し
難

か
ら
ん
事
を
思
ひ
、
い
さ
さ
か
注
釈
を
標
に
掲
ぐ
、
享
和
癸
亥
夏

図 26　蝦夷地歌仙［16549］
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五
、
東
都
の
新
楽
閑
箱
館
の
官
舎
に
筆
を
採
る

次
に
、
洋
学
文
庫
本
の
冒
頭
、
発
句
、
脇
、
第
三
か
ら
六
句
目
ま
で

を
参
考
の
た
め
、
頭
注
と
と
も
に
紹
介
し
よ
う
。
頭
注
は
紙
面
の
都
合

上
、
長
句
短
句
の
合
わ
せ
書
き
の
左
下
に
掲
げ
る
。

初
鮭
や
千
嶋
に
餘
る
蝦
夷
の
秋

お
く
露
深
く
か
こ
ふ
丸
小
屋

○
コ
ノ
国
ハ
ウ
ヲ
ヽ
モ
ツ
テ
五
穀
ト
ス
、
鮭
ハ
上
品
米
ノ

如
ク
餘
ノ
魚
ハ
雑
穀
ト
ス
、
故
ニ
鮭
猟
ノ
ユ
タ
カ
ナ
ル
ヲ

祝
フ
コ
ト
ナ
リ

茂
り
お
ふ
ト
ヾ
の
葉
越
に
月
も
り
て

ほ
り
物
細
工
さ
て
奇
麗
な
り

○
ト
ヾ
ト
ハ
日
本
ノ
モ
ミ
ノ
木
ノ
コ
ト
ナ
リ
、
コ
ノ
チ

（
地
）
山
林
ミ
ナ
コ
ノ
木
ナ
リ

手
丈
夫
に
ア
ダ
ツ
仕
込
て
冬
籠

又
も
や
き
ゆ
る
砂
の
埋
火

○
ア
ダ
ツ
ト
ハ
魚
ノ
干
物
イ
ナ
リ
、
飯
米
料
ニ
夷
人
ヲ
ヽ

ク
貯
フ
ル
コ
ト
ナ
リ
、
コ
ノ
国
ハ
夏
秋
焚
火
ナ
リ
、
爐
エ

砂
ヲ
入
テ
常
ニ
入
替
、
灰
ノ
タ
マ
ラ
ヌ
ヨ
ウ
ニ
ス
ル
故
ニ

埋
ハ
モ
タ
ヌ
ナ
リ

羽
太
は
ロ
シ
ア
使
節
レ
ザ
ノ
フ
の
部
下
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
が
文
化
三
年

（
一
八
〇
六
）
九
月
、
カ
ラ
フ
ト
を
、
つ
い
で
翌
年
四
月
に
、
エ
ト
ロ

フ
を
襲
撃
し
た
露
寇
事
件
の
責
任
を
問
わ
れ
、
松
前
奉
行
を
罷
免
に
な

る
。
文
化
五
年
に
は
長
崎
港
に
イ
ギ
リ
ス
船
フ
ェ
ー
ト
ン
号
が
侵
入
し

た
。
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
ド
ゥ
ー
フ
は
露
寇
事
件
と
フ
ェ
ー
ト
ン
号
事
件

へ
の
対
策
を
迫
ら
れ
た
幕
府
に
協
力
し
つ
つ
、
オ
ラ
ン
ダ
の
権
益
を
守

る
た
め
に
不
利
な
国
際
情
報
を
秘
匿
し
た
。
し
か
し
、
文
化
八
年
（
一

八
一
一
）
に
ク
ナ
シ
リ
で
捕
縛
さ
れ
た
ロ
シ
ア
船
デ
ィ
ア
ナ
号
船
長
ゴ

ロ
ー
ニ
ン
が
部
下
と
と
も
に
松
前
で
幽
閉
中
に
、
彼
の
部
下
ム
ー
ル
が

松
前
奉
行
に
差
し
出
し
た
陳
情
書
（
文
化
九
年
四
月
五
日
付
け
）
に

よ
っ
て
、
幕
府
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
下
の
新
し
い
欧
州
情
勢
を
知
る
こ

と
に
な
っ
た
。

文
化
年
間
は
オ
ラ
ン
ダ
文
法
知
識
の
普
及
と
蘭
和
辞
典
「
ヅ
ー
フ
ハ

ル
マ
」
の
成
立
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
よ
り
も
正
確
な
読
解
が
可
能
に

な
り
、
蘭
学
の
発
展
期
に
あ
た
る
が
、
同
時
に
幕
府
ロ
シ
ア
、
イ
ギ
リ

ス
、
フ
ラ
ン
ス
三
国
が
オ
ラ
ン
ダ
に
ま
さ
る
世
界
的
列
強
で
あ
る
こ
と

を
幕
府
が
よ
う
や
く
認
識
し
始
め
た
時
代
で
も
あ
る
。
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時
代
は
下
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
安
政
の
開
国
に
よ
っ
て
安
政
六
年
六
月

（
一
八
五
九
年
七
月
）
に
開
港
し
、
長
崎
に
代
わ
る
西
欧
文
化
受
容
の

窓
口
に
な
っ
た
横
浜
で
は
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
横
浜
絵
と
呼
ば
れ
る
錦

絵
や
片
々
た
る
木
版
の
横
浜
案
内
記
が
大
量
に
生
産
消
費
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
黒
船
シ
ョ
ッ
ク
で
巻
き
起
こ
っ
た
蘭
学
ブ
ー
ム
は
ま
だ
そ

の
勢
い
を
保
っ
て
い
た
が
、
そ
う
し
た
案
内
記
の
ひ
と
つ
、「
横
浜
見

物
手
引
」
に
は
、「
イ
キ
リ
ス
」「
オ
ロ
シ
ア
」「
フ
ラ
ン
ス
」
の
商
人
、

フ
ラ
ン
ス
墓
、
オ
ロ
シ
ヤ
墓
、
イ
ギ
リ
ス
墓
ま
で
描
か
れ
て
い
る
の
に

対
し
、
か
つ
て
長
崎
案
内
記
に
描
か
れ
た
よ
う
な
オ
ラ
ン
ダ
人
、
オ
ラ

ン
ダ
墓
は
も
は
や
み
ら
れ
な
い
。
ち
な
み
に
、
こ
の
案
内
記
に
捺
さ
れ

た
印
文
「
漂
譚
楼
」（
図
27
）
は
『
漂
流
奇
談
全
集
』（
一
九
〇
〇
）
や

『
明
治
事
物
起
源
』（
一
九
〇
八
）
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
石
井
研
堂

の
号
で
あ
り
、
書
名
は
石
井
の
命
名
に
よ
る
。

『
四
海
句
雙
紙　

初
編
』

オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
ド
ゥ
ー
フ
は
本
国
が
一
七
九
五
年
か
ら
一
八
一
三

年
ま
で
事
実
上
フ
ラ
ン
ス
の
属
国
に
な
り
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
余
波

で
バ
タ
ビ
ア
か
ら
交
代
の
新
任
商
館
長
が
来
な
く
な
っ
た
た
め
、
一
七

九
八
年
の
来
日
か
ら
数
え
れ
ば
、
一
度
バ
タ
ビ
ア
に
帰
っ
て
い
る
も
の

の
、
一
八
一
七
年
に
離
日
す
る
ま
で
、
都
合
十
九
年
間
日
本
滞
在
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
交
際
好
き
の
人
柄
と
才
気
に
よ
っ
て
、

俳
句
を
作
る
ほ
ど
に
日
本
語
が
上
達
し
た
の
で
あ
る
。

ド
ゥ
ー
フ
以
前
に
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
人
が
俳
句
に
接
し
た
珍
し
い
例

を
挙
げ
れ
ば
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
七
月
十
五
日
の
盆
に
、
加
賀

の
俳
人
堀
麦
水
が
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
宴
会
に
招
か
れ
た
際
、「
い
ざ
給

へ
豚
名
月
と
興
ず
べ
き
」
の
句
を
作
り
、
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
を
介
し
て
商

館
長
ア
ル
メ
ナ
ウ
ル
ト
に
「
俗
談
を
雅
に
ひ
く
」
と
い
う
蕉
風
の
俳
諧

精
神
を
教
え
よ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。。
麦
水
が
「
山
中
夜
話
」

（
一
七
七
三
）
で
自
慢
げ
に
語
っ
て
い
る
逸
話
で
あ
る（

（1
（

。
八
月
十
五
日

の
「
芋
名
月
」
を
待
ち
か
ね
、
オ
ラ
ン
ダ
料
理
の
宴
席
で
名
月
を
ひ
と

月
早
く
楽
し
も
う
と
い
う
興
趣
を
詠
じ
た
も
の
だ
が
、
商
館
長
に
は
通

じ
な
か
っ
た
よ
う
だ

ド
ゥ
ー
フ
の
俳
句
は
二
つ
知
ら
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
仙
台
の
俳
人

大
屋
士
由
が
編
集
し
、
仙
台
国
分
町
の
加
志
和
屋
正
六
が
上
梓
し
た

『
鵃
鮓
集
』（
み
さ
ご
ず
し
し
ゅ
う
）（
一
八
一
八
序
）
に
「
春
風
や
ア

マ
コ
マ
走
る
帆
か
け
船　

阿
蘭
陀
人
」
と
し
て
、
ほ
か
の
日
本
人
の
俳

図 27　横浜見物手引［33445］
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句
と
並
べ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ア
マ
コ
マ
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
、
あ

ち
こ
ち
を
意
味
す
る
。
お
そ
ら
く
古
い
長
崎
方
言
で
あ
ろ
う
。
い
ま
で

も
沖
縄
方
言
に
残
っ
て
い
る
。
こ
の
句
集
は
『
美
佐
古
鮓
』（
み
さ
ご

ず
し
）
と
い
う
題
簽
を
も
ち
、
片
仮
名
漢
字
交
じ
り
文
を
添
え
た
ロ
ー

マ
字
書
き
の
跋
文
が
あ
る（

（1
（

。
そ
の
末
尾
に
「henderkdoef bats 

1816 apfil dertin daf　

和
蘭
改
暦
千
八
百
十
六
年
四
月
十
三
日　

当　

大
日
本
文
化
十
三
年
春
三
月
十
五
日　

通
詞　

子
潮
訳
」
と
あ
り
、
商

館
長
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ド
ゥ
ー
フ
が
出
島
で
作
っ
た
跋
文
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
上
記
の
阿
蘭
陀
人
は
ド
ゥ
ー
フ
と
判
定
で
き
る
。

子
潮
の
俳
号
を
も
つ
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
が
誰
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る

が
、
こ
の
通
詞
が
ド
ゥ
ー
フ
に
俳
句
の
手
ほ
ど
き
を
し
た
か
も
し
れ
な

い
。
引
用
し
た
跋
文
末
尾
の
不
完
全
な
蘭
文
は
、H

endrik D
oeff 

bats 1816 april dertiende dag

（
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ド
ゥ
ー
フ
跋
、

一
八
一
六
年
四
月
第
十
三
日
）
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
綴
り
の
誤
り

の
原
因
は
分
か
ら
な
い
。

ド
ゥ
ー
フ
の
も
う
ひ
と
つ
の
句
は
、
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
七

月
に
江
戸
で
出
版
さ
れ
た
『
四
海
句
雙
紙
初
編
』（
二
巻
一
冊
）
と
い

う
句
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
の
画
家
で
俳
人
の
玉
蕉
菴
こ
と
白

川
芝
山
が
諸
国
の
蕉
風
俳
人
の
句
作
を
編
集
し
た
も
の
で
、
洋
学
文
庫

の
『
四
海
句
雙
紙
初
編
』
は
表
紙
の
左
上
端
の
題
簽
が
ほ
と
ん
ど
剥
落

し
て
い
た
た
め
か
、
扉
題
の
「
四
海
句
雙
紙
」
の
題
字
と
「
諸
州
蕉
門

名
家
四
時
句
集
之
巻
」
の
朱
印
の
部
分
を
切
り
取
り
、
表
紙
の
元
題
簽

の
右
脇
に
貼
っ
て
い
る
。

こ
の
句
集
の
第
二
巻
に
は
、
諸
国
の
俳
人
の
四
季
の
句
に
加
え
て
、

漢
詩
人
や
外
国
人
の
珍
し
い
句
を
集
め
て
い
る
。
京
都
か
ら
江
戸
に
移

り
画
塾
を
開
て
い
た
関
係
で
京
都
の
学
者
文
人
と
交
友
の
あ
っ
た
玉
蕉

菴
は
、
ま
ず
相
国
寺
の
禅
僧
で
漢
詩
人
の
大
典
が
東
行
の
際
に
富
士
山

麓
を
み
て
作
っ
た
句
（
思
ひ
き
や
愈
な
り
け
り
不
二
の
山
）
や
儒
者
・

漢
詩
人
の
皆
川
淇
園
を
訪
ね
た
際
に
淇
園
が
初
め
て
作
っ
た
と
い
う
珍

し
い
句
（
粒
梨
子
も
百
日
立
て
ば
弐
百
文
）
を
載
せ
る
。

ド
ゥ
ー
フ
の
句
は
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
の
朝
鮮
通
信
使
の
一

人
、
卞
判
官
の
「
俤
や
は
れ
行
（
く
）
水
に
月
う
た
ヽ
」、
文
化
三
年

の
琉
球
使
節
の
一
人
、
鄭
嘉
訓
の
「
国
づ
と
の
其
ひ
と
つ
な
り
不
二
の

山
」、
長
崎
の
中
国
人
王
蘭
谷
の
「
日
の
も
と
ヽ
お
も
へ
ど
寒
し
旅
ご

ろ
も
」、
同
じ
く
孟
函
九
の
「
田
う
へ
女
の
真
似
し
て
見
せ
よ
菖
蒲
売
」

な
ど
、
外
国
人
の
句
の
最
後
に
位
置
し
、
図
28
の
よ
う
に
「
阿
蘭
陀
人

句
」
の
題
の
も
と
、
特
別
に
半
葉
全
面
に
、
オ
ラ
ン
ダ
式
ロ
ー
マ
字
書

図 28　阿蘭陀人句［33371］
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き
の
整
版
で
印
刷
さ
れ
、
カ
ナ
文
字
表
記
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

を
翻
字
す
れ
ば
前
掲
の
ご
と
く
で
あ
る
。

こ
の
句
を
翻
字
す
れ
ば
「
稲
妻
の
腕
を
借
ら
ん
草
枕
」
と
な
る
。

ド
ゥ
ー
フ
が
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
の
オ
ラ
ン
ダ
語
力
向
上
の
た
め
に
、
通
詞

の
吉
雄
権
之
助
と
協
力
し
て
一
八
一
〇
年
頃
ま
で
に
、
ハ
ル
マ
『
蘭
仏

辞
典
』（
一
七
二
九
）
を
も
と
に
編
纂
し
た
蘭
和
辞
典
「
ヅ
ー
フ
ハ
ル

マ
」
初
稿
の
自
筆
草
稿
は
、
日
本
語
が
す
べ
て
ロ
ー
マ
字
で
書
か
れ
て

い
た
。
こ
の
句
も
ド
ゥ
ー
フ
の
ロ
ー
マ
字
書
き
自
筆
草
稿
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。D

oef

はD
oeff

と
綴
る
の
が
正
し
い
。「H

:k

」
は

H
endrik

の
省
略
方
式
と
し
て
正
し
い
。

句
の
左
下
に
「
こ
れ
は
京
祇
園
二
軒
茶
屋
に
て
女
の
豆
腐
き
る
を
見

て
其
手
元
の
は
や
き
を
感
し
て
し
け
る
句
な
り
」
と
句
の
由
来
書
き
が

あ
る
。
大
典
や
皆
川
淇
園
の
句
も
、
編
者
の
玉
蕉
菴
が
直
接
本
人
か
ら

取
材
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
の
解
説
を
書
き
入
れ

た
玉
蕉
菴
は
、
京
都
時
代
に
実
際
に
二
軒
茶
屋
で
ド
ゥ
ー
フ
の
句
作
の

現
場
に
立
ち
会
っ
た
か
、
あ
る
い
は
ド
ゥ
ー
フ
か
ら
直
接
、
句
を
入
手

を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

秋
里
籬
島
『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
巻
之
二
（
天
明
七
年
刊
）
の
二
軒

茶
屋
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
祇
園
社
の
南
大
鳥
居
の
内
、
西
側
に
昔
か
ら

茶
屋
が
あ
り
、
慶
長
の
頃
に
東
側
に
も
建
て
て
東
西
両
翼
の
よ
う
に
な

り
二
軒
茶
屋
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
「
此
茶
店
今
ハ
い

に
し
へ
に
変
り
て
つ
ね
に
菽
腐
（
と
う
ふ
）
を
剪
（
き
り
）
て
田
楽
の

形
と
し
、
此
一
種
を
出
し
て
酒
飯
を
售
（
う
る
）。
此
所
の
風
俗
な
り

と
て
魚
肉
を
賈
（
あ
き
な
）
ふ
事
を
禁
ず
」、「
又
阿
蘭
陀
人
洛
東
通
行

の
時
、
東
方
（
ひ
が
し
か
た
）
の
茶
店
に
や
す
ら
ひ
け
る
も
流
例
に
な

り
し
と
ぞ
い
ふ
」
と
あ
る
。
見
開
き
の
「
祇
園
二
軒
茶
屋
」
図
（
竹
原

信
繁
画
）
に
は
、
若
い
娘
の
包
丁
さ
ば
き
に
驚
く
オ
ラ
ン
ダ
人
の
様
子

が
描
か
れ
、「
阿
蘭
陀
か
細
工
に
い
か
ぬ
我
国
の
祇
園
豆
腐
の
や
ハ
ら

か
な
音
」
の
和
歌
が
挿
入
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

『
大
学　

和
字
旁
訓
』

『
大
学　

和
字
旁
訓
』
は
ラ
イ
デ
ン
大
学
日
本
学
講
座
教
授
ホ
フ
マ

ン
が
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
オ
ラ
ン
ダ
に
留
学
し
た
幕
府
洋
書
調

所
教
官
の
津
田
真
一
郎
（
真
道
）
と
西
周
助
（
周
）
の
協
力
を
得
て
、

日
本
の
『
大
学　

朱
熹
章
句
』
訓
点
本
（
版
種
不
明
）
を
オ
ラ
ン
ダ
植

民
省
の
漢
字
仮
名
活
字
を
用
い
て
翻
刻
刊
行
し
た
漢
文
教
科
書
で
あ

る
。
漢
文
テ
キ
ス
ト
篇
（Part I

）
と
ロ
ー
マ
字
版
読
み
下
し
篇
（Part 

II

）
の
二
冊
か
ら
な
り
、
ラ
イ
デ
ン
の
東
洋
学
専
門
書
店
ブ
リ
ル

（E.J.Brill

）
社
が
一
八
六
四
年
に
発
売
し
た
。
洋
学
文
庫
所
蔵
本
は
日

欧
交
渉
史
の
研
究
家
渡
辺
修
二
郎
の
旧
蔵
に
か
か
る
。

Part I

は
和
洋
折
衷
の
洋
装
本
で
あ
る
。
右
開
き
の
表
紙
は
和
本
に

な
ら
っ
て
中
央
の
匡
郭
内
に
表
題
を
縦
組
み
に
印
刷
し
て
い
る
。
表
紙

の
次
葉
の
標
題
紙
（
図
29
）
は
表
紙
の
表
題
を
そ
の
ま
ま
標
題
と
し
、

標
題
紙
の
次
の
二
葉
は
津
田
真
一
郎
と
西
周
助
の
序
文
か
ら
な
る
。
津
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田
の
序
文
は
和
語
に
よ
る
筆
書
き
を
石
版
印
刷
し
た
も
の
で
、
大
和
魂

を
発
揮
し
て
い
る
。
石
版
は
ホ
フ
マ
ン
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
左
記
に
翻
字
す
る
。「
高
国
寺
堀
」
は
宿
舎
の
あ
っ
た
ラ
イ
デ
ン

の
運
河
ホ
ー
フ
ラ
ン
セ
・
ケ
ル
ク
フ
ラ
ハ
ト
（H

ooglandse 
K

erkgracht
）
の
カ
ル
ク
（
翻
訳
借
用
）
で
あ
る
。

れ
い
て
ん
の
博
士
よ
は
ん
ほ
ふ
ま
ん
ぬ
し
こ
た
ひ
か
た
か
な
本
の

大
学
を
こ
ゝ
の
ふ
り
に
す
り
巻
に
も
の
し
て
お
の
か
め
を
も
ひ
と

わ
た
り
と
こ
は
る
ゝ
に
よ
り
て
み
れ
は
う
ゑ
も
し
の
あ
や
ま
り
も

な
く
も
と
の
よ
り
ハ
中
々
に
あ
さ
や
か
に
う
る
は
し
か
く
い
ふ
は

日
本
美
作
御
家
人
津
田
真
一
郎
行
彦
時
に
文
久
の
三
年
八
月
十
二

日
れ
い
て
ん
の
高
国
寺
堀
の
や
と
り
に
し
る
す

西
の
序
文
は
左
記
の
と
お
り
、
白
文
を
活
版
印
刷
に
し
て
い
る
。

和
蘭
大
学
士
副
福
満
氏
所
刊
行
之
大
学

原
本
係
日
本
刊
本
。
活
字
彫
刻
明
亮
駕

原
刻
。
余
亦
与
校
焉
毫
無
紕
繆
。

日
本　

文
久　

三
年
八
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
周
助　

勤
題

本
文
は
漢
数
字
（
一
～
廿
六
）
で
パ
ジ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
施
し
、
縦
組
み
の
漢
文
テ
キ
ス
ト
で
あ

る
。
左
開
き
の
裏
表
紙
は
枠
内
に
英
文
書
名
を
印

刷
し
、
次
葉
裏
か
ら
見
開
き
左
右
対
照
で
、
蘭
英

両
語
に
よ
る
標
題
紙
と
ホ
フ
マ
ン
の
序
文
（pp.

[II]-V

）
が
続
く
。
英
語
の
標
題
紙
は
上
掲
の
通

り
で
あ
る
。

本
書
は
欧
州
日
本
学
の
歴
史
と
日
欧
文
化
交
流

史
の
観
点
か
ら
、
二
つ
の
重
要
な
意
義
を
持
つ
。

第
一
に
、
欧
州
で
最
初
に
作
ら
れ
た
漢
文
訓
読
法

を
学
ぶ
た
め
の
教
科
書
で
あ
り
、
日
本
文
化
を
理

解
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
漢
文
知
識
を
漢
学
育

ち
の
留
学
生
、
津
田
と
西
が
欧
州
人
に
初
め
て
本

図 29　大学　和字旁訓　標題紙（扉）
［32781］　　　　　　　

THE GRAND STUDY / (TA HIO OR DAIGAKU) 
/ ― / PART I. / THE CHINESE TEXT WITH　
AN INTERLINEARY JAPA- / NESE VERSION, 
/ EDITED BY / Dr. J. HOFFMANN. / LEIDEN, 
/ ON SALE BY E.J. BRILL. / 1864.
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格
的
に
教
え
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
テ
キ
ス
ト
は
儒
教
的

人
文
主
義
の
古
典
が
採
用
さ
れ
た
。
第
二
に
、
校
訂
を
担
当
し
た
二
人

が
本
書
に
寄
せ
た
序
文
で
賞
賛
し
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
に
は
優
れ
た

漢
字
仮
名
活
字
と
高
度
な
印
刷
技
術
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
オ

ラ
ン
ダ
植
民
省
の
活
字
は
ホ
フ
マ
ン
の
指
導
の
も
と
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
・
テ
ッ
ト
ロ
ー
デ
活
字
鋳
造
所
（Lettergieterij A

m
sterdam

 
T

etterode

）
が
製
造
し
た
、
い
わ
ゆ
る
ホ
フ
マ
ン
活
字
で
あ
り
、
オ

ラ
ン
ダ
の
東
洋
学
を
推
進
し
た
ホ
フ
マ
ン
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ

る
。

3　

香
道
と
蘭
学

『
香
道
秋
の
光
』

香
は
密
教
と
と
も
に
中
国
か
ら
日
本
へ
伝
わ
っ
た
。
し
か
し
、
香
道

の
成
立
は
遅
く
、
よ
う
や
く
桃
山
時
代
に
始
ま
り
、
江
戸
時
代
十
八
世

紀
前
半
に
普
及
し
た（

（1
（

。
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）、
大
坂
の
香
道
家

大
枝
流
芳
が
京
、
大
坂
、
江
戸
の
三
都
の
書
林
か
ら
出
版
し
た
香
道
入

門
書
『
香
道
秋
の
光
』
の
自
序
に
曰
く
、
本
書
で
は
す
で
に
世
に
行
わ

れ
て
い
る
志
野
流
、
米
川
流
の
香
道
具
や
組
香
で
は
な
く
、「
此
道
に

や
ん
ご
と
な
き
御
家
の
法
を
伝
へ
聞
し
其
か
た
ち
寸
法
ま
で
を
図
し

て
」
香
道
具
の
作
り
方
を
初
心
者
や
遠
方
の
人
の
た
め
に
示
す
。
組
香

も
志
野
流
、
米
川
流
の
も
の
で
は
な
く
、「
中
古
組
十
品
」
に
は
「
中

古
の
人
の
組
み
を
け
る
名
高
く
面
白
き
組
を
撰
び
の
せ
」、「
新
組
十

品
」
に
は
「
近
頃
人
々
の
組
み
を
け
る
を
集
め
て
余
が
組
る
所
の
組
香

を
添
」
え
た
と
い
う
（
京
都
大
学
文
学
部
図
書
館
所
蔵
本
に
よ
る
）。

こ
う
し
た
新
機
軸
の
入
門
書
の
出
版
を
通
し
て
、
当
時
の
香
道
流
行
ぶ

り
が
う
か
が
わ
れ
る
。
大
枝
流
芳
は
需
要
に
応
え
て
続
々
と
香
道
書
を

著
し
た
。

平
賀
源
内
の
火
浣
布
発
見

香
道
と
蘭
学
を
結
び
つ
け
た
の
は
物
産
家
に
し
て
戯
作
者
の
平
賀
源

内
で
あ
っ
た
。
源
内
は
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
博
物
学
者
の
中
川
淳

庵
と
秩
父
山
中
で
「
火
浣
布
」
を
発
見
し
、「
火
浣
布
」
で
香
敷
を
作

る
こ
と
に
成
功
し
た
。
火
浣
布
は
漢
語
で
、
火
で
浣
（
あ
ら
）
う
こ
と

の
で
き
る
布
を
意
味
し
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を
指
す
。
香
敷
は
銀
葉
と
も
い

い
、
香
道
で
灰
の
上
に
置
き
香
を
焚
く
の
に
用
い
る
方
形
の
小
片
で
、

普
通
、
雲
母
片
で
作
る
。
中
国
で
は
隔
火
と
い
う
。

源
内
は
火
浣
布
で
作
っ
た
香
敷
を
青
木
昆
陽
に
頼
ん
で
、
こ
の
年
江

戸
に
来
た
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
ヤ
ン
・
ク
ラ
ン
ス
一
行
に
見
せ
た
り
、
長

崎
の
中
国
商
人
へ
の
販
売
を
試
み
た
り
し
て
、
そ
の
経
緯
を
述
べ
た

『
火
浣
布
略
説
』（
一
七
六
五
）
を
刊
行
し
、
火
浣
布
ブ
ー
ム
を
引
き
起

こ
し
た
。
最
初
の
蘭
学
通
俗
書
、
後
藤
梨
春
の
『
紅
毛
談
（
お
ら
ん
だ

ば
な
し
）』（
一
七
六
五
）
も
エ
レ
キ
テ
ル
と
と
も
に
、
火
浣
布
を
取
り

上
げ
た
。
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源
内
は
『
火
浣
布
説
略
』
に
先
だ
っ
て
宝
暦
十
四
年
（
一
七
六
四
）

三
月
に
著
し
た
「
火
浣
布
説
」
に
お
い
て
、「
右
火
浣
布
日
本
は
申
に

お
よ
ば
ず
、
唐
土
、
天
竺
、
紅
毛
に
て
も
開
闢
以
来
出
不
申
」
と
自
分

の
発
見
を
誇
示
し
、
火
浣
布
の
珍
し
さ
、
得
難
さ
を
強
調
す
る
た
め
の

典
拠
と
し
て
、『
香
道
秋
の
光
』
の
書
名
を
挙
げ
た
。

香
道
秋
の
光
に
遵
生
八
牋
を
引
て
曰
く
、
隔
火
は
銀
銭
、
雲
母

片
、
玉
片
、
砂
片
、
倶
に
可
な
り
。
火
浣
布
、
錢
の
大
さ
の
如
き

者
を
以
て
、
銀
鑲
周
囲
し
て
隔
火
を
作
る
、
猶
得
難
し（

（1
（

。

し
か
し
、
源
内
の
引
用
は
い
さ
さ
か
不
正
確
で
あ
る
。
典
拠
は
『
香

道
秋
の
光
』
の
付
録
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
巌
信
著
『
香
志
』
で
あ
っ

た
。
そ
の
「
香
器
類
」
の
章
の
「
隔
火
」
項
目
に
次
の
よ
う
な
説
明
が

あ
る
（
京
都
大
学
文
学
部
図
書
館
所
蔵
本
に
よ
る
）。
原
文
は
訓
点
付

き
の
総
ル
ビ
の
漢
文
で
あ
る
が
、
読
み
下
し
て
引
用
す
る
。
ル
ビ
は
適

宜
省
略
し
た
。
傍
線
は
引
用
者
。

隔
火
（
右
ル
ビ
：
カ
ウ
シ
キ
、
左
ル
ビ
：
ギ
ン
ヨ
ウ
）

銀
銭
、
雲
母
片
、
玉
片
、
砂
片
、
倶
ニ
可
ナ
リ
。
火
浣
布
ヲ
以

テ
、
錢
ノ
大
サ
ノ
如
ク
ナ
ル
者
、
銀
鑲
周
囲
シ
テ
隔
火
（
カ
ク
ク

ハ
）
ニ
作
ル
。
猶
得
難
シ
。
凡
ソ
隔
火
ヲ
蓋
（
オ
ホ
）
フ
ト
キ
ハ

則
チ
炭
滅
（
キ
）
ヘ
易
シ
。
爐
ノ
四
圍
ニ
筋
（
ジ
ヨ
）
ヲ
用
ヒ
直

チ
ニ
数
十
眼
ヲ
搠
（
サ
ク
）
ス
。
以
テ
火
気
ヲ
通
ス
。
周
転
方

（
マ
サ
）
ニ
妙
ナ
リ
。
爐
中
火
ヲ
断
ズ
可
ラ
ズ
。
即
チ
香
ヲ
焚
カ

ズ
、
其
レ
ヲ
シ
テ
長
ク
温
ナ
ラ
シ
メ
意
趣
有
リ
。
且
ツ
灰
燥
（
カ

ワ
）
ク
ト
キ
ハ
燃
ヱ
易
シ
。
之
ヲ
霊
灰
ト
謂
フ
。
其
ノ
香
ノ
尽
余

塊
（
タ
キ
ガ
ラ
）
磁
盒
（
ヤ
キ
モ
ノ
カ
ウ
バ
コ
）
或
ヒ
ハ
古
銅
盒

（
コ
ド
ウ
ノ
ハ
コ
）
ヲ
用
ヒ
テ
収
メ
起
（
ヲ
）
ク
。
又
火
盆
（
ク

ハ
ボ
ン
）
中
ニ
投
ズ
可
シ
。
衣
被
（
イ
ヒ
）
ヲ
薫
培
セ
ヨ
。
遵
生

八
牋

巌
信
は
漢
籍
に
明
る
い
学
僧
と
思
わ
れ
る
が
、
伝
記
不
明
で
あ
る
。

孫
引
き
し
た
源
内
は
こ
の
項
目
の
末
尾
に
典
拠
と
し
て
『
遵
生
八
牋
』

の
書
名
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、『
遵
生
八
牋
』
に
火
浣
布
製
の
香
敷
の

記
事
が
あ
る
と
信
じ
た
よ
う
で
あ
る
。『
遵
生
八
牋
』
は
高
濂
（
こ
う

れ
ん
）
の
著
し
た
明
末
の
日
用
百
科
事
典
で
、
書
名
は
養
生
あ
る
は
人

生
を
豊
に
す
る
た
め
の
八
篇
（
牋
）、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
の
巻

十
五
の
燕
間
清
賞
牋
に
「
焚
香
七
要
」
の
章
が
あ
り
、
第
五
項
に
確
か

に
「
隔
火
」
の
説
明
が
み
え
る
。
し
か
し
、
管
見
に
入
っ
た
版
を
見
る

か
ぎ
り
、
火
浣
布
で
隔
火
を
作
る
記
事
は
全
く
な
い
。
巌
信
の
右
の
引

用
文
中
、
傍
線
部
は
『
遵
生
八
牋
』
の
増
補
版
で
重
な
り
が
確
認
で
き

る
の
で
、
巌
信
の
利
用
し
た
版
に
つ
い
て
は
後
考
に
待
ち
た
い
。

源
内
が
漢
籍
か
ら
得
た
火
浣
布
説
は
こ
の
よ
う
に
間
接
的
で
文
献
学

的
な
根
拠
を
疑
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
西
洋
の
火
浣
布
説
に
つ
い
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て
も
、
源
内
は
商
館
長
ヤ
ン
・
ク
ラ
ン
ス
に
随
行
し
て
き
た
オ
ラ
ン
ダ

通
詞
の
楢
林
重
右
衛
門
や
今
村
源
右
衛
門
か
ら
の
耳
学
問
に
よ
っ
て
、

火
浣
布
は
オ
ラ
ン
ダ
に
産
せ
ず
、
往
古
ト
ル
コ
に
産
し
た
が
今
は
産
し

な
い
こ
と
を
教
え
ら
れ
、
ラ
テ
ン
名
や
オ
ラ
ン
ダ
名
、
火
浣
布
記
事
を

載
せ
る
蘭
書
の
名
前
を
知
っ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
源
内
の
「
火
浣
布

説
」
に
曰
く
、

火
浣
布
之
名
を
ラ
テ
イ
ン
語
に
て
、
ア
ミ
ヤ
ン
ト
ス
又
ア
ス
ベ
ス

ト
ス
と
も
申
候
。
ラ
テ
イ
ン
語
と
申
は
紅
毛
国
之
古
語
に
て
御
座

候
。
当
時
之
紅
毛
詞
に
て
は
、
ス
テ
イ
ン
、
フ
ラ
ス
、
又
ア
ー
ル

ド
、
フ
ラ
ス
共
申
候
由
、
紅
毛
人
共
申
候
。
尚
亦
大
通
詞
源
右
衛

門
方
に
て
紅
毛
之
事
を
詮
議
仕
候
処
、
シ
カ
ツ
ト
カ
ン
フ
ル
、
デ

ル
ケ
子
イ
シ
ヱ
ン
。
ナ
テ
ユ
ー
ル
、
コ
ン
デ
キ
サ
ア
カ
、
ウ
ヲ
イ

ト
。
一
名
レ
キ
シ
コ
ン
、
ハ
ン
、
ウ
ヲ
イ
ト
と
申
書
に
出
居
申

候（
（1
（

。

こ
こ
で
「
ア
ミ
ヤ
ン
ト
ス
」
はam

ianthus

、「
ア
ス
ベ
ス
ト
ス
」

はasbestus

、「
ス
テ
イ
ン
、
フ
ラ
ス
」
はsteen-vlas

（
石
亜
麻
の

意
）、「
ア
ー
ル
ド
、
フ
ラ
ス
」
はaard-vlas

（
土
亜
麻
の
意
）
に
相

当
す
る
。
ま
た
、
今
村
源
右
衛
門
が
火
浣
布
記
事
を
見
出
し
た
蘭
書

は
、ヨ
ハ
ネ
ス
・
ヤ
ー
コ
ブ
・
ウ
ォ
イ
ト
著
『
医
薬
宝
函
』（Johannes 

Jacob W
oyt, G

azophylacium
 M

edico-P
hysicum

 of Schat-

K
am

er der G
enees- en N

atuur-K
undige Z

aaken. 
A

m
sterdam

, 1741

）
で
あ
っ
た
。
こ
の
薬
物
辞
典
は
十
八
世
紀
後
半

か
ら
し
ば
し
ば
舶
載
さ
れ
、
当
初
は
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
が
重
宝
し
、
仲
間

同
士
で
単
に
レ
キ
シ
コ
ン
と
い
え
ば
、
こ
の
「
ウ
ォ
イ
ト
辞
書
」

（lexicon van W
oyt

）
を
指
し
て
い
た
。
蘭
学
が
勃
興
し
た
安
永
天

明
期
に
は
江
戸
で
も
蘭
学
者
が
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

現
存
す
る
古
渡
り
の
ウ
ォ
イ
ト
辞
書
で
舶
載
の
最
も
早
い
も
の
は
、

オ
ラ
ン
ダ
商
館
付
き
外
科
医
で
明
和
五
年
四
月
二
日
（
一
七
六
八
年
五

月
十
七
日
）
京
都
で
客
死
し
た
ヤ
ン
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
デ
・
ハ
ウ
ト

（Jan Francois de H
out

）
の
旧
蔵
本
で
あ
る（

（1
（

。
現
在
、
松
浦
史
料

博
物
館
に
松
浦
静
山
旧
蔵
本
（
図
30
）
と
し
て
伝
わ
る
も
の
で
、
デ
・

図 30　ウォイト　医薬宝函　標題紙
 松浦史料博物館所蔵　
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ハ
ウ
ト
の
ラ
テ
ン
語
書
き
入
れ
と
蔵
書
印
「FD

H

」（
円
印
）
お
よ
び

オ
ラ
ン
ダ
通
詞
吉
雄
幸
左
衛
門
の
蔵
書
印
「josiw

o

」
が
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
、
吉
雄
が
デ
・
ハ
ウ
ト
の
生
前
か
死
後
に
こ
れ
を
入
手
し
た
こ
と

が
分
か
る
。「A

m
ianthus, A

sbestus, steen of aard-vlas

」
項
目

を
含
め
、
一
五
七
項
目
に
わ
た
っ
て
赤
通
し
（
不
審
紙
）
が
付
け
ら
れ

て
お
り
、
早
く
一
七
六
〇
年
代
か
ら
長
崎
で
蘭
方
医
学
塾
を
経
営
し
て

い
た
吉
雄
の
医
薬
研
究
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

前
野
良
沢
訳
「
火
浣
布
」

平
賀
源
内
の
「
火
浣
布
」
発
見
か
ら
十
年
後
、
前
野
良
沢
（
一
七
二

三
～
一
八
〇
三
）
を
指
導
者
と
す
る
医
師
グ
ル
ー
プ
が
『
解
体
新
書
』

（
一
七
七
四
）
を
翻
訳
し
、
蘭
方
医
杉
田
玄
白
が
出
版
し
た
。
こ
れ
を

契
機
に
江
戸
で
蘭
学
が
勃
興
す
る
と
、
良
沢
、
桂
川
甫
周
、
中
川
淳

庵
、
森
島
中
良
、
大
槻
玄
沢
、
宇
田
川
玄
随
、
徳
川
頼
徳
（
よ
り
や

す
）
ら
蘭
学
グ
ル
ー
プ
は
、
西
洋
医
学
だ
け
で
な
く
博
物
学
、
地
理
歴

史
、
天
文
測
量
の
研
究
に
も
取
り
組
ん
だ
。
紀
州
徳
川
家
の
九
男
頼
徳

は
エ
レ
キ
テ
ル
を
は
じ
め
、
幅
広
い
関
心
の
持
ち
主
だ
っ
た
。
当
時
、

入
手
困
難
な
珍
品
と
し
て
評
判
と
な
っ
て
い
た
「
火
浣
布
」
も
彼
ら
蘭

学
グ
ル
ー
プ
の
探
求
心
の
対
象
と
な
っ
た
。

な
か
で
も
オ
ラ
ン
ダ
語
読
解
力
が
抜
群
で
ラ
テ
ン
語
や
フ
ラ
ン
ス
語

も
研
究
し
た
良
沢
は
、
ウ
ォ
イ
ト
の
他
に
ボ
イ
ス
編
訳
『
新
修
学
芸
百

科
事
典
』
と
「
諸
術
秘
蔵
」
の
ア
ス
ベ
ス
ト
記
事
な
ど
を
も
と
に
、
オ

ラ
ン
ダ
語
の
原
文
か
ら
漢
訳
「
火
浣
布
」（
一
七
八
三
年
頃
か
）
を
著

し
、
火
浣
布
の
名
称
、
産
地
、
種
類
、
形
状
、
薬
効
を
第
一
図
か
ら
第

五
図
ま
で
の
挿
図
付
き
で
説
明
し
て
い
る
。

こ
の
訳
稿
は
宇
田
川
玄
随
（
名
は
晋
（
す
す
む
））
が
蘭
学
グ
ル
ー

プ
の
訳
稿
を
編
集
し
た
「
蘭
畝
俶
載
」（
早
稲
田
大
学
洋
学
文
庫
お
よ

び
牧
野
文
庫
所
蔵
）
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
訓
点
付
き
本
文
八
五
〇
字

余
、
挿
図
も
含
め
て
三
丁
余
の
分
量
で
あ
る
。
末
尾
に
「
晋
按
ず
る
に

此
篇
に
訳
す
る
所
、
皆
な
諸
術
秘
蔵
、
医
学
宝
函
、
及
び
斐
斯
（
ボ
イ

ス
）
等
の
説
に
拠
る
。
而
し
て
此
の
図
は
諸
術
秘
蔵
に
出
づ
」（
原
漢

文
、
傍
線
は
引
用
者
）
と
玄
随
が
典
拠
を
説
明
し
て
い
る
。
斐
斯
と
は

ボ
イ
ス
編
訳
『
新
修
学
芸
百
科
事
典
』
で
あ
り
、
そ
の
第
一
巻
（
一
七

六
九
）
の
「
ア
ミ
ア
ン
ト
ス
」（A

m
ianthus

）
お
よ
び
「
ア
ス
ベ
ス

ト
ス
」（A

sbestus

）
項
目 

が
利
用
さ
れ
た
。

玄
随
が
「
諸
術
秘
蔵
」
と
呼
ん
だ
蘭
書
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
フ
ラ
ー
ネ

ケ
ル
市
長
を
務
め
医
学
博
士
で
も
あ
っ
た
著
述
家
の
ウ
ィ
レ
ム
・
フ
ァ

ン
・
ラ
ー
ナ
ウ
（
一
六
七
〇
頃
～
一
七
二
四
）
が
編
集
し
た
隔
月
刊
の

雑
誌
『
博
物
・
学
芸
・
技
芸
陳
列
館
雑
誌
』W

illem
 van Ranouw

, 
K

abinet der natuurlyke historien, w
etenschappen, konsten en 

handw
erken. A

m
sterdam

, 1719-1724. 

で
あ
っ
た
。
合
冊
装
丁
さ

れ
た
揃
い
本
は
小
型
八
つ
折
り
判
、
索
引
巻
を
含
め
る
と
全
九
巻
と
な

る
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
時
代
か
ら
十
八
世
紀
初
め
ま
で
の
西
洋

博
物
書
の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
要
約
し
て
紹
介
し
た
啓
蒙
書
で
あ
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る
。
こ
の
雑
誌
は
動
物
、
植
物
、
鉱
物
の
う
ち
特
に
鉱
物
が
詳
し
く
、

ア
ス
ベ
ス
ト
記
事
は
第
八
巻
の
一
七
二
三
年
一
月
・
二
月
号
の
第
一
八

節
か
ら
第
二
九
節
ま
で
（pp. 73-90

）、
十
八
ペ
ー
ジ
分
を
占
め
る
。

洋
学
文
庫
の
『
諸
術
秘
蔵
』

良
沢
が
「
火
浣
布
」
の
翻
訳
に
利
用
し
た
三
書
の
う
ち
、
ウ
ォ
イ
ト

の
古
渡
り
本
は
前
述
の
松
浦
史
料
博
物
館
本
の
ほ
か
に
、
杏
雨
書
屋
所

蔵
本
（
京
都
江
馬
家
旧
蔵
本
）
が
あ
る
。
ま
た
、
ボ
イ
ス
は
本
稿
で
紹

介
し
た
神
田
外
語
大
学
洋
学
文
庫
本
の
他
に
、
江
戸
時
代
舶
載
本
が
い

く
つ
か
伝
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ラ
ー
ナ
ウ
『
諸
術
秘
蔵
』
の
古
渡

り
本
は
こ
れ
ま
で
伝
存
が
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

筆
者
は
二
〇
一
五
年
十
月
本
学
洋
学
文
庫
を
訪
れ
、
初
め
て
ラ
ー
ナ

ウ
の
古
渡
り
本
を
確
認
し
た
。
若
林
正
治
氏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。
ス
モ
ー
ル
・
オ
ク
タ
ー
ヴ
ォ
版
全
九
巻
の
う
ち
、
第
二
巻
と

索
引
巻
の
第
九
巻
が
欠
け
た
不
揃
い
本
で
あ
っ
た
。
装
丁
は
羊
皮
紙
装

で
、
各
巻
背
表
紙
に
巻
号
を
示
す
数
字
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
（
図
31
）。

七
巻
を
隙
間
な
く
収
納
で
き
る
よ
う
に
特
別
に
仕
立
て
た
木
箱
の
蓋

に
は
、
白
い
方
形
の
和
紙
が
貼
ら
れ
、
そ
の
上
に
「
オ
ラ
ン
ダ
博
物
叢

書
」
と
墨
書
し
た
赤
紙
の
付
箋
が
重
ね
て
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
た
。
各

巻
と
も
虫
損
が
激
し
く
、
虫
損
の
た
め
綴
じ
目
が
崩
壊
し
て
、
し
ば
し

ば
折
帖
が
表
紙
か
ら
遊
離
し
、
か
な
り
の
錯
ペ
ー
ジ
が
見
ら
れ
た
。
こ

れ
は
虫
損
で
剥
離
し
た
紙
葉
が
後
に
何
ら
か
の
事
故
で
表
紙
か
ら
は
ず

れ
た
際
に
、
オ
ラ
ン

ダ
語
を
解
さ
な
い
人

が
誤
っ
た
位
置
に
紙

葉
を
も
ど
し
た
た
め

と
思
わ
れ
る
。
そ
の

後
、
慎
重
に
細
心
の

注
意
を
は
ら
っ
て
調

べ
た
結
果
、
左
記
の

書
誌
的
特
徴
を
確
認

し
た
。

《
第
一
巻
》　

背
表

紙
上
部
に
ハ
ー
フ
タ

イ
ト
ル
に
よ
る

「N
A

T
U

U
R / EN

 
/

K
O

N
S

T
-

K
A

BIN
ET

」
と
の

イ
ン
ク
・
ペ
ン
書

き
、
下
部
に
算
用
数

字
「
1
．」
の
墨
書

が
あ
る
。
折
り
込
み

図
版
五
枚
（T

ab.I

～T
ab.V

）
が
あ
り
、
裏
表
紙
見
返
し
の
貼
付
し

た
紙
片
に
「
初
巻
／
丁
数
五
百
五
十
六
／
画
図
五
丁
」
の
墨
書
が
あ

図 31　ラーナウ　諸術秘蔵（コンストカビネッ
ト）［33321］ 　　　　　　　　　

図 32　諸術秘蔵　第 1巻
　　　標題紙［33321］
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る
。
ハ
ー
フ
タ
イ
ト
ル
と
口
絵
あ
り
。
収
録
の
一
七
一
九
年
一
月
・
二

月
号
の
標
題
紙
（
図
32
）
は
刊
記
にA

m
sterdam

,Balthazar 
Lakem

an, M
D

CCX
X

X

　
［1730

］
と
あ
る
第
二
版
（T

w
eede 

D
ruk

）
で
あ
る
が
、
一
七
一
九
年
三
月
・
四
月
号
、
五
月
・
六
月
）

の
標
題
紙
の
刊
記
はA

m
sterdam

, H
endrik Strik, M

D
CCX

IX

［1719

］
で
あ
る
。

赤
通
し
（
不
審
紙
）
が
四
カ
所
に
あ
る
。
い
ず
れ
も
章
題
に
付
け
ら

れ
た
も
の
で
、
各
章
題
は
「
博
物
誌
の
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
と
博
物
誌
著

述
家
の
相
違
に
つ
い
て
」（p.182
）、「
よ
く
知
ら
れ
た
す
べ
て
の
動
物
、

鉱
物
、
植
物
な
ど
を
記
載
し
た
総
合
的
博
物
誌
の
著
者
た
ち
に
つ
い
て

「V
an de algem

eene N
atuurlyke H

istorischryvers, dew
elke 

in haare w
erken te gelyk van alle de bekende D

ieren, 
Bergstoffen, Gew

assen enz. hebben geschreven.

」（p.186

）、

「
博
物
誌
の
古
さ
に
つ
い
て
、
最
初
に
ヘ
ブ
ラ
イ
人
の
博
物
誌
に
つ
い

て
」（V

an de O
udheid der N

atuurlyke H
istorie, en eerst van 

die der H
ebreërs.

）（p.209

）、「
最
初
の
博
物
誌
著
述
家
神
人
モ
ー

ゼ
の
生
涯
に
つ
い
て
」（van het Leven van de eerste 

N
atuurlyke H

istorischryver, de M
an gods M

oses.

（p.225
）

で
あ
る
。（
第
二
巻
、
欠
本
）

《
第
三
巻
》　

背
表
紙
に
「
3
」
の
墨
書
。
口
絵
あ
り
。
ハ
ー
フ
タ
イ

ト
ル
は
欠
落
。
口
絵
あ
り
。
標
題
紙
の
刊
記
はA

m
sterdam

, 
H

endrik Strik, 1720.

一
七
二
〇
年
一
月
～
六
月
の
半
年
分
を
収
録
。

折
り
込
み
図
版
はT

ab.X
I

お
よ
びT

ab.X
I

～T
ab.X

V
II

の
六
枚
が

あ
り
、T
ab.X

II

は
欠
落
。

《
第
四
巻
》　

背
表
紙
に
「
四
」
と
「
4
」
の
墨
書
。
ハ
ー
フ
タ
イ
ト

ル
と
口
絵
は
な
し
。
標
題
紙
の
刊
記
は A

m
sterdam

, H
endrik 

Strik, 1720.

一
七
二
〇
年
七
月
～
十
二
月
分
を
収
録
す
る
。p. 162

お

よ
びp.480

に
そ
れ
ぞ
れ
欠
落
ペ
ー
ジ
（pp.163-174, pp.481-496

）

を
漢
数
字
で
記
し
た
和
紙
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
図
版
はT

ab.X
V

III

一
枚
の
み
あ
り
、
他
の
図
版
三
枚
（T

ab.X
IX

～T
ab.X

X
I

）
は
欠

落
し
て
い
る
。

《
第
五
巻
》　

背
表
紙
に
「
五
」
と
「
5
．」
の
墨
書
。
ハ
ー
フ
タ
イ

ト
ル
な
し
。
口
絵
と
標
題
紙
あ
り
。
表
紙
見
返
し
に
「
初
画
壱
枚
／
図

画
五
枚
」
の
貼
紙
が
あ
る
。
標
題
紙
の
刊
記
はA

m
sterdam

, 
H

endrik Strik, 1721. 

一
七
二
一
年
一
月
～
六
月
分
を
収
録
。
図
版

は
五
枚
（T

ab.X
X

II

～T
ab.X

X
IV

, T
ab.X

X
X

, T
ab.X

X
X

I

）
あ

り
、
五
枚
（T

ab.X
X

V

～T
ab.X

X
IX

）
欠
落
し
て
い
る
。
挿
入
紙

片
（p.81

）
に
「
カ
ヽ
ヲ
木
」
の
墨
書
が
あ
る
。

《
第
六
巻
》　

背
表
紙
に
「
6
」
の
墨
書
。
ハ
ー
フ
タ
イ
ト
ル
な
し
。

口
絵
と
標
題
紙
あ
り
。
標
題
紙
の
刊
記
はA

m
sterdam

, Z. M
oelé 

en J. de Ruiter, 1722. 

一
七
二
一
年
七
月
～
十
二
月
分
を
収
録
。
図

版
三
枚
（T

ab.X
X

X
II

～T
ab.X

X
X

IV

）
あ
り
。
巻
末pp.555-563

お
よ
び
目
次
（K

O
RT

EN
 IN

H
O

U
D

）
が
欠
落
し
て
い
る
。
裏
表
紙

見
返
し
に
貼
付
の
付
箋
に
「
え
五
枚
」
と
あ
る
。

ブック 1.indb   187 2017/02/24   11:39:37



188

《
第
七
巻
》　

背
表
紙
に
「
七
」
と
「
7
．」
の
墨
書
。
ハ
ー
フ
タ
イ

ト
ル
な
し
。
口
絵
と
標
題
紙
あ
り
。
標
題
紙
の
刊
記
はA

m
sterdam

, 
Balthazar Lakem

an, 1722.
一
七
二
二
年
一
月
～
十
二
月
分
を
収
録
。
図
版
は
七
枚
（T

ab.
X

X
X

V
, T

ab.X
X

X
V

I, T
ab.X

X
X

V
III

～T
ab.X

LII

）
あ
る
が
、

T
ab.X

X
X

V
, T

ab.X
X

X
V

I

の
二
枚
は
遊
離
し
て
お
り
、
本
来
第
六

巻
に
あ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
図
版T

ab.X
X

X
V

II

が
欠
落
し
て
い

る
。《

第
八
巻
》　

背
表
紙
に
「
八
」
と
「
8
」
の
墨
書
。
ハ
ー
フ
タ
イ
ト

ル
と
口
絵
を
欠
く
。
標
題
紙
の
刊
記
はA

m
sterdam

, Balthazar 
Lakem

an, 1723. 

一
七
二
三
年
一
月
～
七
月
分
を
収
録
。「
題
画
壱
枚

／
図
画
四
枚
」
と
墨
書
し
た
挿
入
紙
が
あ
る
。
図
版
は
四
枚
（T

ab.
X

LIII

～T
ab.X

LV
I

）
あ
る
。（
第
九
巻
、
欠
本
）

以
上
、
七
巻
の
う
ち
口
絵
は
第
一
巻
、
第
三
巻
、
第
五
巻
、
第
六

巻
、
第
七
巻
に
認
め
ら
れ
、
同
一
の
口
絵
で
あ
る
。
第
一
巻
の
ハ
ー
フ

タ
イ
ト
ル
の
裏
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
口
絵
の
説
明
」（V

erklaring van 
de T

itel-Prent

）
に
よ
っ
て
絵
解
き
を
す
る
と
、
日
輪
を
頂
い
た
女

神
は
「
真
理
」（
光
）、
羽
を
付
け
た
女
神
「
歴
史
」（H

istorie

）
の

膝
に
立
て
ら
れ
た
書
物
は
「
自
然
」（N

atuur

）
を
表
す
。
コ
ン
パ
ス

（passer

）
と
数
学
書
（w

iskonsrtige M
ethode

）
を
も
つ
女
性
は

「
実
験
」（proefkundige Ervarentheid

）、
左
奥
の
陰
に
押
し
込
ま

れ
た
ロ
バ
耳
の
老
人
は
「
偏
見
」（W

aanw
ysheid

）
を
表
す
（
図

図 33　第六巻　口絵［33321］

図 34　カカオ図［33321］

図 35　付箋「カヽオ
　　 木」［33321］
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33
）。
欧
州
啓
蒙
期
の
学
問
観
を
よ
く
表
現
し
た
口
絵
で
あ
る
。

第
五
巻
の
カ
カ
オ
図
（
図
34
）
お
よ
び
「
カ
ヽ
オ
木
」
の
付
箋
（
図

35
）
は
江
戸
時
代
の
カ
カ
オ
知
識
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
天

明
五
年
に
福
知
山
藩
主
朽
木
昌
綱
が
商
館
長
テ
ィ
チ
ン
グ
か
ら
ワ
イ
ン

マ
ン
『
植
物
図
譜
』（
一
七
三
六
～
四
八
）
を
入
手
し
て
お
り
、
当
時

そ
の
見
事
な
銅
版
彩
色
図
版
を
通
し
て
カ
カ
オ
知
識
の
受
容
が
始
ま
っ

た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
確
か
な
証
拠
は
こ
れ
ま
で
得
ら
れ

な
か
っ
た
。

『
諸
術
秘
蔵
』
の
伝
来
と
旧
蔵
者

二
〇
一
六
年
九
月
、「
カ
カ
オ
」
の
付
箋
と
カ
カ
オ
の
折
り
込
み
図

版
の
あ
る
第
二
巻
、
お
よ
び
ア
ス
ベ
ス
ト
記
事
と
ア
ス
ベ
ス
ト
の
折
り

込
み
図
版
の
あ
る
第
八
巻
が
専
門
業
者
に
よ
っ
て
修
復
さ
れ
た
。
修
復

の
際
に
、
収
納
木
箱
の
蓋
に
貼
ら
れ
た
赤
色
付
箋
（
図
36
）
を
剥
が
し

て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
方
形
和
紙
か
ら
、「
日
」
と
い
う
漢
字
の
墨
書

（
図
37
）
が
出
現
し
た
。
明
ら
か
に
、
明
治
期
に
「
オ
ラ
ン
ダ
博
物
叢

書
」
の
付
箋
が
貼
ら
れ
る
以
前
、
江
戸
時
代
に
分
類
記
号
と
し
て
付
け

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
書
箱
に
漢
字
を
割
り
振
る
例
を
他
に
求
め
れ
ば
、
膳
所

藩
蘭
学
者
黒
田
麹
廬
は
安
政
三
年
、
藩
校
督
学
の
父
粱
洲
の
蔵
書
を
引

き
継
ぎ
、
収
納
箱
に
二
十
八
宿
の
漢
字
を
当
て
た（

（1
（

。
蘭
学
勃
興
期
の
天

明
年
間
に
は
、
平
戸
藩
主
松
浦
静
山
が
入
手
し
た
蘭
書
に
千
字
文
の
漢

字
を
割
り
振
っ
て
い
る（

（2
（

。「
日
」
と
い
う
漢
字
ラ
ベ
ル
が
前
野
良
沢
と

同
時
代
に
付
け
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
蘭
書
を
所
蔵
し
た
大
名
ク
ラ
ス
が

旧
蔵
者
と
推
定
さ
れ
る
。
良
沢
自
身
は
高
価
な
蘭
書
を
購
入
す
る
に
は

あ
ま
り
に
も
貧
乏
で
あ
っ
た
。

良
沢
の
「
火
浣
布
」
訳
稿
の
末
尾
で
、
宇
田
川
玄
随
が
ラ
ー
ナ
ウ
を

『
諸
術
秘
蔵
』
と
名
付
け
た
の
は
天
明
年
間
と
推
定
さ
れ
る
。
ラ
ー
ナ

ウ
の
ハ
ー
フ
タ
イ
ト
ル
「N

atuur- en K
onst-K

abinet

」
を
も
と
に

し
た
名
訳
で
あ
る
が
、
玄
随
は
ラ
ー
ナ
ウ
の
所
蔵
者
に
言
及
し
て
い
な

い
。
蘭
学
者
の
ラ
ー
ナ
ウ
へ
の
言
及
あ
る
い
は
利
用
に
つ
い
て
は
八
百

啓
介
氏
が
す
で
に
報
告
し
て
お
ら
れ
る（

（2
（

。
八
百
氏
の
挙
げ
ら
れ
た
例
に

そ
っ
て
ラ
ー
ナ
ウ
の
所
蔵
者
を
考
察
し
よ
う
。

大
槻
玄
沢
は
天
明
三
年
に
例
言
を
書
い
た
『
蘭
学
階
梯
』
の
下
巻
、

最
後
の
章
「
書
籍
」
に
お
い
て
、
当
時
の
舶
載
蘭
書
の
主
な
も
の
を
二

十
一
点
列
挙
し
て
い
る
。
そ
の
四
番
目
に
「
コ
ン
ス
ト
、
カ
ビ
ネ
ト
」

と
見
え
る
。
こ
れ
は
ラ
ー
ナ
ウ
を
ハ
ー
フ
タ
イ
ト
ル
で
呼
ん
だ
も
の
と

判
断
さ
れ
る
。
こ
の
章
の
前
文
に
は
、「
往
々
舶
来
ノ
群
籍
諸
家
秘
蔵

図 36　蓋の付箋

図 37　漢字ラベル
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ス
ル
所
ニ
シ
テ
余
等
既
ニ
目
撃
ス
ル
モ
ノ
数
十
部
ニ
及
フ
近
来
吾
カ
輩

ノ
翻
訳
ノ
業
ヲ
起
ス
ノ
際
（
ア
ヒ
タ
）
訳
家
ヨ
リ
請
ヒ
受
ケ
テ
各
々
家

蔵
ス
ル
モ
ノ
亦
少
カ
ラ
ス
今
其
二
三
ヲ
挙
テ
左
ニ
記
ス
」（
傍
線
、
引

用
者
）
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
蘭
癖
の
「
諸
家
」（
大
名
や
有
力
者
）

の
蔵
書
や
蘭
学
社
中
の
面
々
が
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
か
ら
購
入
し
た
蘭
書
の

リ
ス
ト
で
あ
っ
て
、
ラ
ー
ナ
ウ
も
そ
の
他
の
書
物
も
所
蔵
者
は
言
及
さ

れ
て
い
な
い
。

次
に
、
絵
師
で
蘭
学
知
識
の
通
俗
的
啓
蒙
家
で
も
あ
っ
た
司
馬
江
漢

も
「
お
ら
ん
だ
俗
話
」（
一
七
九
八
成
）
で
、
左
記
の
よ
う
に
ラ
ー
ナ

ウ
を
ハ
ー
フ
タ
イ
ト
ル
で
呼
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
も
所
蔵

者
は
不
明
で
あ
る
。

彼
国
の
人
ハ
志
し
異
て
、
人
に
伝
へ
ん
事
を
欲
す
。
蘭
書
「
ホ
イ

ス
」「
シ
ョ
メ
ー
ル
」「
コ
ン
ス
ト
カ
ヒ
子
ッ
ト
」
な
と
云
書
物
ハ

皆
大
巻
の
書
也
。
皆
奇
器
を
造
る
書
ニ
し
て
、
画
図
を
入
て
符
合

の
印
を
付
、
手
を
取
て
導
よ
ふ
に
し
た
る
者
也
。
書
面
ニ
不
解
所

あ
り
て
も
、
画
図
ニ
て
能
暁
し
安
し
。
小
等
其
書
中
を
閲
し
て
西

洋
画
并
ニ
銅
版
画
及
彫
様
、
押
様
、
其
余
数
品
奇
械
を
造
る（

（2
（

。

ま
た
、
八
百
氏
の
紹
介
さ
れ
た
史
料
、
馬
場
佐
十
郎
訳
「
泰
西
七
金

訳
説
付
録
」（
文
化
十
二
年
、
九
州
大
学
博
物
館
所
蔵
、
筆
者
未
見
）

に
よ
っ
て
、
こ
の
付
録
は
「
コ
ン
ス
ト
○
カ
ビ
子
ッ
ト
」
か
ら
「
緊
要

タ
ル
数
条
ヲ
」
抄
訳
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
高

価
な
ラ
ー
ナ
ウ
を
馬
場
佐
十
郎
が
所
蔵
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

一
方
、
ラ
ー
ナ
ウ
の
舶
載
記
録
と
し
て
最
も
古
い
も
の
は
、
ジ
ャ
ワ

か
ら
日
本
に
向
か
う
洋
上
で
一
七
七
八
年
七
月
二
七
日
に
死
亡
し
た
商

館
長
デ
ュ
ー
ル
コ
ー
プ
の
蔵
書
売
り
立
て
目
録
（
オ
ラ
ン
ダ
商
館
文
書

N
o. 11760. M

inuut boek A
o 1778 tot 1779

）
で
あ
ろ
う
。
同
年

十
月
十
二
日
、
出
島
で
作
成
さ
れ
た
こ
の
目
録
の
四
番
目
に
、「Ranau

［sic

］ ’t konst cabinet 9. deelen

」
と
書
名
が
見
え
る
。
購
入
者
は

商
館
長
フ
ェ
イ
ト
で
あ
る（

（2
（

。
こ
の
事
実
か
ら
、
良
沢
が
使
用
し
た
ラ
ー

ナ
ウ
は
フ
ェ
イ
ト
が
一
七
七
九
年
（
安
永
八
）
四
月
あ
る
い
は
一
七
八

一
年
（
天
明
元
）
の
参
府
時
に
江
戸
に
も
た
ら
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

蘭
学
勃
興
期
に
お
け
る
ラ
ー
ナ
ウ
の
日
本
人
旧
蔵
者
と
し
て
は
、
ま

ず
、
幕
府
医
官
で
蘭
学
者
の
桂
川
甫
周
が
候
補
に
挙
げ
ら
れ
る
。
森
島

中
良
は
『
紅
毛
雑
話
』（
一
七
八
七
）
の
「
火
浣
布
」
の
章
で
、
兄
の

甫
周
が
江
戸
に
来
た
フ
ェ
イ
ト
と
火
浣
布
を
見
せ
合
う
な
ど
、
親
し
く

交
流
し
た
模
様
を
活
写
し
て
い
る
。
甫
周
は
良
沢
の
門
人
で
あ
り
、
オ

ラ
ン
ダ
語
に
よ
く
通
じ
て
い
た
。
し
か
し
、
ラ
ー
ナ
ウ
を
収
め
た
木
箱

の
蓋
に
付
け
ら
れ
た
漢
字
「
日
」
の
ラ
ベ
ル
が
オ
ラ
ン
ダ
語
に
通
じ
た

甫
周
の
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

甫
周
や
良
沢
と
同
じ
蘭
学
グ
ル
ー
プ
に
属
し
、
交
流
の
あ
っ
た
大
名

ク
ラ
ス
の
人
物
と
い
え
ば
、
良
沢
の
門
人
で
パ
ト
ロ
ン
で
も
あ
っ
た
、

凰
翔
公
子
（
ほ
う
し
ょ
う
こ
う
し
）
こ
と
紀
州
徳
川
家
の
九
男
頼
徳
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（
よ
り
や
す
、
一
七
五
九
～
一
八
〇
二
）
で
あ
る
。
頼
徳
は
天
明
年
間

に
甫
周
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
ボ
イ
ス
（
爸
乙
悉
）
の
万
能
薬
テ
リ

ア
カ
（T

heriaca

）
項
目
を
漢
訳
し
て
い
る（

（2
（

。
天
明
四
年
（
一
七
八

四
）
に
頼
徳
と
知
己
と
な
り
交
友
し
た
松
平
定
信
は
「
紀
藩
の
庶
公
子

松
平
唯
之
進
朝
臣
は
英
雄
な
り
」（『
宇
下
人
言
』）
と
高
く
評
価
し
て

い
る
。
洋
学
文
庫
本
ラ
ー
ナ
ウ
の
旧
蔵
者
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

頼
徳
は
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
桑
名
松
平
家
に
藩
主
と
し
て
迎
え

ら
れ
、
松
平
下
総
守
忠
和
（
た
だ
と
も
）
と
改
名
し
た
。
号
を
澹
寧
斎

と
い
う
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
延
岡
内
藤
家
旧
蔵
の
前
野
良
沢
訳

稿
集
「
七
曜
直
日
稿
・
金
石
品
目
・
火
浣
布
考
・
和
蘭
説
言
略
」
に

「
澹
寧
斎
図
書
記
」
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
こ
に

収
録
の
「
火
浣
布
考　

前
野
良
沢
述
」
は
宇
田
川
玄
随
編
「
蘭
畝
俶

載
」
収
録
の
漢
訳
「
火
浣
布
」
と
異
な
り
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
の
読

み
下
し
文
体
で
書
か
れ
て
お
り
、
漢
訳
以
前
の
翻
訳
草
稿
の
写
し
と
認

め
ら
れ
る
。
良
沢
と
頼
徳
の
師
弟
関
係
を
物
語
る
資
料
で
あ
る
。。
良

沢
が
「
火
浣
布
」
訳
に
使
用
し
た
ラ
ー
ナ
ウ
の
底
本
は
紀
州
徳
川
家
の

九
男
頼
徳
の
蔵
本
、
す
な
わ
ち
洋
学
文
庫
本
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

過
去
三
十
五
年
近
く
に
わ
た
る
舶
載
蘭
書
調
査
で
、
頼
徳
の
旧
蔵
蘭

書
と
確
認
で
き
た
も
の
は
、京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
（III-5-H

-24

）

に
か
か
る
、「
澹
寧
斎
珍
蔵
」
と
の
蔵
書
印
を
捺
し
た
ハ
ル
マ
『
蘭
仏

辞
典
』
第
二
版
（
一
七
二
九
）
一
冊
の
み
で
あ
る（

（2
（

。
残
念
な
が
ら
書
箱

の
な
い
裸
本
で
あ
る
。
こ
の
ハ
ル
マ
は
幕
末
に
膳
所
藩
儒
黒
田
粱
洲
と

そ
の
子
、『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
』
の
本
邦
初
訳
『
漂
荒
紀
事
』

の
訳
者
と
し
て
知
ら
れ
る
洋
学
者
黒
田
麹
廬
の
所
蔵
と
な
り
、
そ
の
子

孫
か
ら
昭
和
二
年
に
京
都
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
文

政
五
年
（
一
八
二
二
）
京
都
の
蘭
方
医
小
森
桃
塢
に
入
門
し
蘭
学
を
志

し
た
粱
洲
が
入
手
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
羊
皮
紙
装
丁
の
「
澹
寧
斎

珍
蔵
」
ハ
ル
マ
は
洋
学
文
庫
の
ラ
ー
ナ
ウ
同
様
に
虫
損
が
激
し
い
。
両

者
の
虫
損
に
関
連
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

4　

前
野
良
沢
「
火
浣
布
」
翻
訳
の
検
討

良
沢
は
「
火
浣
布
」
翻
訳
に
あ
た
っ
て
、
ボ
イ
ス
、
ウ
ォ
イ
ト
、

ラ
ー
ナ
ウ
、
三
書
の
ア
ス
ベ
ス
ト
記
事
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
た
の

か
。
ど
の
部
分
を
ど
の
よ
う
に
訳
し
た
の
か
、
そ
の
実
際
を
以
下
に
検

討
し
よ
う（

（2
（

。

ボ
イ
ス
の
利
用

最
初
に
、
良
沢
が
最
も
依
拠
し
た
ボ
イ
ス
の
「
ア
ミ
ア
ン
ト
ス
」
と

「
ア
ス
ベ
ス
ト
」
の
二
項
目
を
全
訳
し
、
良
沢
が
利
用
し
た
箇
所
に
、

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
大
文
字
と
と
も
に
傍
線
を
付
け
、
そ
れ
に
対
応
す

る
良
沢
の
漢
訳
の
読
み
下
し
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
小
文
字
を
付
け
て

掲
げ
る
。
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ア
ミ
ア
ン
ト
ス
（A

m
ianthus

）　

博
物
学
用
語
。
繊
維
質
で

折
り
曲
げ
る
こ
と
が
で
き
弾
力
性
の
あ
る
物
質
。
短
く
粗
い
繊
維

か
ら
な
り
、
一
般
に
ア
ス
ベ
ス
テ
ィ
（A

sbesti

）
と
呼
ば
れ
る

化
石
類
の
一
種
で
あ
る
。

ア
ミ
ア
ン
テ
ィ
（A

m
ianthi

）
に
は
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ

る
。（
Ａ
）
灰
緑
色
で
短
く
粗
い
繊
維
組
織
の
も
の
は
薬
屋
で
見

ら
れ
る
プ
ロ
イ
ム
・
ア
ル
ム
（
羽
毛
状
明
礬
）
と
同
じ
物
で
あ

る
。ア

ミ
ア
ン
ト
ス
の
特
性
に
は
実
に
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
る
。
鋼

鉄
を
か
け
て
も
発
火
し
な
い
し
、
強
水
を
か
け
て
も
沸
き
立
た
な

い
。
火
の
中
に
入
れ
て
も
そ
の
組
織
に
少
し
の
損
傷
も
な
く
、
ど

ん
な
高
熱
に
も
耐
え
る
。

（
Ｂ
）
こ
の
鉱
物
は
キ
プ
ロ
ス
（Cyprus
）
島
に
産
し
、
こ
れ

を
灰
汁
に
浸
け
て
イ
ン
デ
ィ
ゴ
と
と
も
に
煮
る
と
、
貧
弱
な
部
分

が
失
わ
れ
る
。
そ
の
あ
と
を
槌
で
た
た
く
と
柔
ら
か
く
な
り
、
糸

に
紡
ぎ
櫛
で
梳
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
布
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
れ
を
火
の
な
か
に
入
れ
て
も
燃
え
な
い
。
し
か

も
、
こ
の
や
り
方
で
の
み
清
浄
に
で
き
る
。

古
代
人
、
と
く
に
バ
ラ
モ
ン
（Brachm

annen

）
は
死
体
を

焼
き
、
そ
の
遺
灰
を
よ
り
よ
く
保
存
す
る
た
め
に
こ
れ
を
用
い
た

と
い
う
説
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
考
え
ら
れ
な
い
。
古
代
人

は
こ
れ
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
し
、
こ
の
よ
う
な
使
い
方
を

す
る
ほ
ど
ア
ミ
ア
ン
ト
が
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い

か
ら
で
あ
る
。

（
Ｃ
）
医
学
で
は
頭
髪
を
除
去
す
る
薬
の
成
分
と
し
て
用
い
る
。

解
毒
薬
と
し
て
良
く
効
き
、
疥
癬
を
治
療
す
る
に
も
良
い
と
い
わ

れ
る
。
し
か
し
、
レ
ム
リ
ー
（Lem

ery

）
氏
は
薬
効
は
な
い
と

い
う
見
解
で
あ
る
。
図
版X

V
III

の
小
図
三
を
参
照
。

（
ａ
）
此
の
石
色
白
（
し
ろ
く
）
し
て
緑
を
帯
び
光
沢
あ
り
。

石
決
明
の
如
し
。
其
の
石
理
、
束
糸
文
を
成
す
。

（
ｂ
）
製
法
に
二
有
り
。
第
一
は
止
波
里
（
シ
ヘ
リ
）
の
法
、

第
二
は
単

得
（
タ
ン
キ
ユ
ツ
ト
）
の
法
た
り
。（
中

略
）
第
一
の
法
、
灰
水
を
用
て
靛
花
（
あ
い
ば
な
）

を
加
へ
て
こ
れ
を
煮
る
。
其
の
糸
条
、
枯
燥
せ
る
が

如
く
益
々
細
繊
の
状
を
成
す
を
候
て
、
軽
手
に
徐
徐

と
し
て
こ
れ
を
椎
打
す
れ
ば
則
ち
鬆
解
し
て
糸
の
如

し
。
廼
ち
櫛
を
以
て
梳
理
し
て
紡
績
す
可
か
ら
し
む
。

終
に
織
り
て
以
て
布
と
為
す
こ
と
を
致
す
。
火
を
以

て
こ
れ
を
焼
き
、
一
箇
の
潔
白
石
布
を
成
す
な
り
。

（
ｃ
）
一
に
云
く
、
此
の
石
効
用
あ
る
こ
と
鮮
（
す
く
な
）

し
。
凡
そ
医
方
中
こ
れ
を
用
る
者
希
な
り
。

ア
ス
ベ
ス
ト
ス
（A

sbestus

）　
（
博
物
学
）
繊
維
質
で
折
り
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曲
げ
る
こ
と
が
で
き
、
不
可
燃
性
の
弾
力
あ
る
物
体
で
、
一
本
の

直
行
す
る
単
繊
維
か
ら
な
っ
て
い
る
。
ア
ス
ベ
ス
ト
に
は
さ
ま
ざ

ま
の
種
類
が
あ
る
。
ア
ス
ベ
ス
ト
は
古
代
人
に
よ
く
知
ら
れ
て
お

り
、
古
代
人
が
こ
れ
を
糸
に
紡
ぎ
、
そ
れ
か
ら
布
を
つ
く
る
技
術

を
熟
知
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。（
Ｅ
）
ロ
ー
マ
の
チ
ア
ン

ピ
氏
（Signior Ciam

pi

）
は
こ
れ
を
用
い
て
数
種
類
の
布
を
織

る
こ
と
に
見
事
に
成
功
し
た
。
彼
は
こ
の
鉱
物
を
水
に
浸
け
、
手

で
解
き
ほ
ぐ
し
、
羊
毛
の
よ
う
に
柔
ら
か
く
櫛
を
か
け
、
細
心
の

注
意
を
は
ら
っ
て
梳
き
櫛
か
ら
糸
を
紡
ぎ
出
し
た
。
そ
れ
を
他
の

糸
と
一
緒
に
織
り
込
ん
で
布
と
し
て
か
ら
、
火
に
投
じ
る
と
、
ア

ス
ベ
ス
ト
の
組
織
が
残
っ
た
。

ロ
ン
ド
ン
の
博
物
館
（M

useum
）
に
は
ア
ス
ベ
ス
ト
製
の
筆

記
用
紙
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。（
Ｄ
）
上
述
の
鉱
物
類
は
大
タ
ル

タ
リ
ア
（Groot T

artaryen

）
の
南
部
に
あ
る
タ
ン
グ
ー
ト

（T
angut

）
王
国
に
産
す
る
。

（
ｄ
）
第
二
は
単

得
（
タ
ン
キ
ユ
ツ
ト
）
の
法
た
り
。

（
ｅ
）
第
二
法
。
先
づ
諸
（
こ
れ
）
を
水
に
浸
し
、
時
を
経

て
手
を
以
て
こ
れ
を
擘
（
さ
）
き
、
従
（
つ
）
い
で

こ
れ
を
捫
揉
す
れ
ば
則
ち
条
分
縷
折
し
て
漸
く
繊
細

を
成
し
、
毿
毿
（
さ
ん
さ
ん
）
と
し
て
獣
毛
の
如
し
。

廼
ち
雑
（
ま
ぜ
）
る
に
尋
常
の
麻
糸
を
以
て
し
、
媒

し
て
紡
績
を
成
す
。
已
に
糸
と
為
る
こ
と
を
得
れ
ば
、

旋
（
や
や
）
織
り
て
布
と
為
す
。
諸
（
こ
れ
）
を
烈

火
に
投
じ
て
、
こ
れ
を
焚
灼
す
れ
ば
則
ち
有
る
所
の

麻
糸
尽
く
灰
し
、
其
の
存
す
る
所
の
者
は
独
り
皓
然

た
る
一
純
石
布
を
余
す
の
み
。
再
び
水
を
以
て
こ
れ

を
洗
浄
す
。

以
上
の
比
較
対
照
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
良
沢
の
最
大
の
誤

解
は
、（
Ｅ
）
に
み
え
る
「
チ
ア
ン
ピ
氏
」、
正
し
く
は
ジ
オ
ヴ
ァ
ン

ニ
・
ジ
ウ
ス
テ
ィ
ノ
・
チ
ア
ン
ピ
ニ
（Giovanni Giustino 

Ciam
pini, 1633-1698

）
に
よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
布
製
法
を
第
二
の
製
法

と
し
て
訳
出
す
る
際
に
、（
Ｅ
）
に
み
え
る
ア
ス
ベ
ス
ト
の
産
地
タ
ン

グ
ー
ト
王
国
の
製
法
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
訳
文
（
ｅ
）
は
原

文
を
は
な
れ
た
修
辞
的
な
表
現
が
際
立
つ
。

（
Ｃ
）
の
末
尾
に
み
え
る
レ
ム
リ
ー
の
見
解
は
フ
ラ
ン
ス
人
薬
剤
師

ニ
コ
ラ
・
レ
ム
リ
ー
（
一
六
四
五
～
一
七
一
五
）
の
『
単
味
薬
物
事

典
』 （N

icolas Lém
ery, D

ictionnaire universel des drogues 
sim

ples. Paris, 1733.

）
お
よ
び
そ
の
蘭
訳
（N

icolaes Lem
ery, 

W
oordenboek of algem

eene verhandeling der enkele 
droogeryen. Rotterdam

, 1743.

）
のA

m
iantus

項
目
に
見
え
る
見

解
で
あ
る
。
こ
の
蘭
訳
は
舶
載
さ
れ
、
桂
川
甫
周
国
瑞
に
そ
の
抄
訳

「
和
蘭
薬
撰
」「
独
禄
傑
列
印
本
草
訳
」
が
あ
る
が
、A

m
iantus

項
目
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は
訳
出
さ
れ
て
い
な
い（

（2
（

。

ウ
ォ
イ
ト
の
利
用

良
沢
は
ボ
イ
ス
に
つ
い
て
は
「
斐
斯
（
ボ
イ
ス
）
亜
密
安
都
私
（
ア

ミ
ア
ン
ト
ス
）
ノ
一
条
」「
斐
斯
（
ボ
イ
ス
）
亜
私
別
私
都
私
（
ア
ス

ベ
ス
ト
ス
）
ノ
一
条
」
と
注
に
断
っ
て
典
拠
を
示
し
て
い
る
が
、
ウ
ォ

イ
ト
に
つ
い
て
は
明
示
し
て
い
な
い
。
典
拠
に
利
用
さ
れ
た
ウ
ォ
イ
ト

の
「
ア
ミ
ア
ン
ト
ス
」
項
目
全
文
の
拙
訳
を
左
記
に
掲
げ
、
前
節
と
同

じ
よ
う
に
、
良
沢
の
訳
文
と
対
照
さ
せ
よ
う
。
た
だ
し
、「
ア
ミ
ア
ン

ト
ス
」
項
目
末
尾
に
あ
る
ア
ミ
ア
ン
ト
ス
軟
膏
の
処
方
は
省
略
し
て
訳

出
し
な
い
。

（
Ｆ
）
ア
ミ
ア
ン
ト
ス
（A
m

ianthus
）、
ア
ス
ベ
ス
ト
ス

（A
sbestus

）、
ス
テ
ー
ン
・
フ
ラ
ス
ま
た
は
ア
ー
ル
ド
・
フ
ラ

ス
（steen of aard-vlas

）
は
繊
維
質
で
暗
緑
色
、
羽
毛
状
の
鉱

物
で
あ
り
、
羽
の
よ
う
に
互
い
に
引
き
裂
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
Ｇ
）
火
で
焼
き
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
よ
り
白
く
清
浄

に
な
る
。
大
抵
は
イ
ン
ド
諸
国
（Indien

）
や
ト
ル
コ

（T
urkyen

）
の
産
で
あ
る
。（
Ｈ
）
古
代
ロ
ー
マ
人
が
こ
れ
か
ら

燃
え
な
い
亜
麻
布
（lyn-w

aad

）
を
作
っ
た
、
か
の
石
で
あ
る
。

彼
ら
は
王
侯
貴
族
の
遺
体
を
中
に
入
れ
て
燃
や
し
、
遺
灰
を
保
存

し
た
。（
Ｉ
）
こ
れ
を
糸
に
紡
ぎ
、
つ
い
で
布
を
作
り
、
火
で
燃

え
る
こ
と
な
く
、
よ
り
白
く
清
浄
に
な
る
に
至
っ
た
と
し
て
も
、

こ
れ
は
大
い
な
る
謎
（arcanum

）
の
ま
ま
で
あ
る
。（
Ｊ
）
医

学
で
は
婦
人
の
白
滞
下
（
こ
し
け
）
の
治
療
に
用
い
ら
れ
る
。
薬

局
に
は
ア
ミ
ア
ン
ト
擦
剤
（linim

entum
 de A

m
iantho

）
が

見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
頭
部
の
疥
癬
に
用
い
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ

れ
を
用
い
て
、
火
傷
を
し
な
い
よ
う
に
手
に
塗
る
別
の
軟
膏
を
作

る
。（

ｆ
）
亜
密
安
都
私
（
ア
ミ
ア
ン
ト
ス
）
は
即
ち
石
麻
な
り
。

和
蘭
こ
れ
を
亜
密
安
都
（
ア
ミ
ヤ
ン
ト
）
と
謂
ふ
。

又
た
私
的
員
弗
剌
斯
（
ス
テ
エ
ン
フ
ラ
ス
）
と
云
ふ
。

又
た
亜
尓
独
弗
剌
斯
（
ア
ヽ
ル
ト
フ
ラ
ス
）
と
云
ふ
。

私
的
員
（
ス
テ
エ
ン
）
は
石
な
り
。
弗
剌
斯
（
フ
ラ

ス
）
は
布
な
り
。
亜
尓
独
（
ア
ヽ
ル
ド
）
は
土
な
り
。

（
ｇ
）
其
の
垢
（
あ
か
づ
）
き
汚
る
ゝ
に
至
り
て
は
則
ち
炎

火
に
投
卑
し
て
こ
れ
を
焼
く
。
其
の
潔
白
、
猶
を
水

も
て
こ
れ
を
浣
濯
す
る
が
ご
と
し
。
西
書
に
見
ゑ
た

り
。

（
ｈ
）
古
昔
暹
馬
（
ロ
ー
マ
）
国
に
此
の
布
を
器
具
に
用
ゐ

る
者
あ
り
。

（
ｉ
）
凡
そ
此
の
布
、
垢
（
あ
か
づ
）
き
汚
（
よ
ご
る
）
れ

ば
火
に
投
じ
て
こ
れ
を
焼
く
。
其
の
垢
尽
く
滅
し
、
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粲
然
と
し
て
潔
白
、
更
に
其
の
故
に
倍
す
。
猶
を
水

も
て
浣
濯
す
る
が
ご
と
し
。

（
ｊ
）
亜
密
安
都
私
（
ア
ミ
ア
ン
ト
ス
）
諸
毒
を
解
し
、
頭

垢
を
去
り
、
白
滞
下
を
治
す
。
軟
膏
に
調
し
て
以
て

手
に
塗
る
は
熾
炭
を
握
り
て
灼
爛
せ
ず
。
其
の
膏
方

を
著
（
し
る
）
さ
ず
。

ボ
イ
ス
の
記
事
の
利
用
の
さ
れ
方
と
比
べ
る
と
、
良
沢
は
誤
訳
を
恐

れ
ず
、
こ
の
ウ
ォ
イ
ト
の
短
い
記
事
を
よ
り
積
極
的
に
利
用
し
て
い

る
。
こ
れ
は
ウ
ォ
イ
ト
の
文
章
が
ボ
イ
ス
の
文
章
よ
り
も
理
解
し
や
す

か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、（
Ｈ
）（
Ｉ
）
の
原
文
は
良
沢
に
は

難
し
く
、
原
意
を
取
り
損
ね
て
い
る
。（
ｇ
）（
ｉ
）
に
共
通
す
る
「
猶

を
水
も
て
（
こ
れ
を
）
浣
濯
す
る
が
ご
と
し
」
と
い
う
比
喩
表
現
は
原

文
の
「
よ
り
白
く
清
浄
に
な
る
」
を
強
調
す
る
た
め
の
修
飾
で
あ
る
。

良
沢
は
（
ｊ
）
の
末
尾
に
「
其
の
膏
方
を
著
（
し
る
）
さ
ず
」
と
注
記

し
て
い
る
。
こ
れ
は
原
文
の
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
ア
ミ
ア
ン
ト
ス
軟
膏
の

処
方
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

ラ
ー
ナ
ウ
の
利
用

良
沢
は
ウ
ォ
イ
ト
と
同
様
に
、
ラ
ー
ナ
ウ
に
つ
い
て
も
典
拠
と
し
た

こ
と
を
伏
せ
て
い
る
。
良
沢
が
用
い
た
挿
図
五
図
の
う
ち
四
図
は
ラ
ー

ナ
ウ
第
八
巻
一
七
二
三
年
一
月
・
二
月
号
の
折
り
込
み
銅
版
図
版
二
枚

が
典
拠
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
図
38
に
示
し
た
図
版
第
四
三
図
（T

ab. 
X

LIII

）
の
最
下
段
右
か
ら
四
箇
の
ア
ス
ベ
ス
ト
小
図
の
う
ち
、
右
端

の
小
図
を
除
い
た
三
小
図
（
左
か
らFig.13, Fig.14, Fig.15

）、
お
よ

び
、
図
39
に
示
し
た
第
四
四
図
（T

ab. X
LIV

）
の
左
端
最
上
部

Fig.1

）
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
挿
図
と
原
図
の
関
係
を
表
示
す
る
と

左
記
の
如
く
で
あ
る
。

第
一
図　
　
　

T
ab. X

LIV
, Fig.1

第
二
図　
　
　

T
ab. X

LIII, Fig.13
第
三
図　
　
　
（
原
図
未
詳
）

図 38　第八巻　図版第四三図

図 39　第八巻　図版第四四図
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第
四
図　
　
　

T
ab. X

LIII, Fig.15

第
五
図　
　
　

T
ab. X

LIII, Fig.14
訳
文
中
の
挿
図
参
照
箇
所
を
抽
出
し
て
読
み
下
し
、
挿
図
（
写
真
は

早
稲
田
大
学
所
蔵
本
に
よ
る
）
と
原
図
（
本
学
の
洋
学
文
庫
本
）、

ラ
ー
ナ
ウ
本
文
の
図
の
説
明
を
参
照
し
な
が
ら
、
相
互
の
関
連
を
検
討

し
よ
う
。（

ｋ
）
形
状
一
に
横
に
截
（
き
）
れ
る
薄
木
片
を
重
ぬ
る
が

如
し
。
其
の
間
薄
き
黒
皮
有
り
て
隔
つ
。
第
一
図
第

二
図
の
如
し
。

第
一
図　

甲
乙
は
其
の
黒
膜
を
見
（
あ
ら
わ
）
す
。
丙
丙
は

細
白
条
緑
を
帯
ぶ
る
者
を
見
す
。
丁
丁
は
黒
膜
の

隔
つ
る
所
を
見
す
。
戊
は
爪
（
か
）
き
取
る
所
の

者
を
見
す
。

ラ
ー
ナ
ウ
原
文
の
説
明
に
よ
れ
ば
、T

ab. X
LIV

, Fig.1

（
第
一
図
）

は
友
人
で
博
物
収
集
家
の
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン
・
ラ
ー
ト

（H
endrik van Raat

）
氏
が
「
真
正
の
ア
ス
ベ
ス
ト
」（w

are en 
opregte A

m
ianth

）
と
し
て
著
者
に
贈
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
良

沢
の
説
明
（
ｋ
）
は
原
文
に
よ
ら
ず
、
図
の
観
察
結
果
を
記
し
て
お

り
、
翻
訳
で
は
な
い
。
左
記
に
原
図Fig.1

に
関
す
る
原
文
の
説
明
部

分
全
体
を
訳
し
、
良
沢
の
利
用
し
た
語
句
を
傍
線
で
示
す
。
良
沢
の
利

用
は
極
め
て
部
分
的
で
原
文
の
意
味
を
十
分
伝
え
て
い
な
い
。
以
下
、
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引
用
文
末
尾
のV

III

は
第
八
巻
を
示
す
。

上
皮
Ａ
と
下
皮
Ｂ
は
鱗
状
の
黒
色
、
中
間
の
Ｃ
部
は
薄
い
黒
味
を

帯
び
た
皮
か
ら
な
る
仕
切
り
を
表
し
て
い
る
。
Ｄ
Ｄ
部
の
小
さ
な

線
条
は
蚕
の
素
絹
よ
り
も
微
細
で
あ
り
、
剥
離
す
る
と
Ｅ
に
示
す

よ
う
に
、
極
上
の
羊
毛
の
よ
う
に
ふ
さ
ふ
さ
と
し
て
い
る
。
Ｄ
Ｄ

部
の
色
と
Ｅ
の
剥
離
し
た
線
条
の
色
は
薄
緑
の
滑
石
と
同
じ
か
、

あ
る
い
は
む
し
ろ
、
真
珠
色
に
染
め
た
光
沢
の
あ
る
絹
と
同
じ
で

あ
る
。（V

III, p.83

）

第
二
図
は
ア
ス
ベ
ス
ト
の
形
状
が
多
様
で
あ
る
こ
と
を
し
め
す
図
版

四
三
図
（T

ab. X
LIII

）
の
中
の
小
図Fig.13
が
選
ば
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
良
沢
は
図
版
の
意
図
を
把
握
で
き
ず
、（
ｋ
）
に
見
る
よ
う
に

第
一
図
と
第
二
図
を
同
類
視
し
て
い
る
。
原
文
の
説
明
に
は
小
図
は

「
二
個
の
ア
ス
ベ
ス
ト
を
示
す
」
と
あ
る
。

同
図
版
の
下
段
右
端
のFig.16

に
は
、
形
状
の
多
様
性
を
示
す
例

と
し
て
、
ル
ン
フ
ィ
ウ
ス
『
ア
ン
ボ
イ
ナ
奇
品
室
』（G.E. 

Rum
phius, A

m
boinsche-R

ariteitkam
er. A

m
sterdam

, 1708.
）

か
ら
採
ら
れ
た
ア
ン
ボ
イ
ナ
産
ア
ス
ベ
ス
ト
が
図
示
さ
れ
て
い
る
が
、

良
沢
の
関
心
を
引
か
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

（
ｌ
）
其
の
質
、
脆
軟
。
こ
れ
を
分
解
す
れ
ば
則
ち
細
糸
の

如
し
。
繊
微
の
支
絡
有
り
て
相
ひ
錯
り
以
て
聯
結
を

為
す
。
第
三
図
の
如
し
。

第
三
図
の
典
拠
は
不
明
で
あ
る
。
良
沢
の
利
用
し
た
ボ
イ
ス
第
一
巻

の
「
ア
ミ
ア
ン
ト
ス
」
項
目
が
参
照
さ
せ
る
図
版
十
八
第
三
小
図

（Plaat X
V

III, Fig.3

）
が
若
干
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
典
拠
と
は

判
定
で
き
な
い
。
第
三
小
図
を
架
蔵
本
に
よ
っ
て
左
に
示
す
。

（
ｍ
）
製
し
て
麻
枲
（
ま
し
）
の
如
く
に
し
て
こ
れ
を
貿
易

す
る
者
有
り
。
第
四
図
の
如
し
。

第
四
図
の
原
図Fig.15

の
原
文
説
明
を
次
に
掲
げ
、
良
沢
の
依
拠

し
た
語
句
に
傍
線
を
付
け
よ
う
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
古
代
著
作
家
の
報
ず
る
と
こ
ろ
に
よ

れ
ば
、
ア
ミ
ア
ン
ト
は
伸
ば
し
て
房
に
作
ら
れ
た
。
そ
れ
は
女
性
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の
細
い
頭
髪
を
編
む
か
巻
い
て
房
に
し
た
形
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
加
工
さ
れ
て
、Fig.15

に
示
し
た
状
態
で
し
ば
し
ば
売
ら
れ
た

と
い
う
。（V

III, p.80

）

こ
の
よ
う
に
原
文
で
は
古
代
ロ
ー
マ
で
売
買
さ
れ
た
房
形
の
ア
ス
ベ

ス
ト
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
良
沢
は
ロ
ー
マ
時
代
の
も
の
で
あ
る
と

は
読
み
取
れ
な
か
っ
た
。
原
文
の
他
所
（V

III, p. 78
）
で
、
こ
の
形

の
も
の
は
常
夜
燈
（altyd brandende Lam

pen

）
に
使
わ
れ
た
と

の
説
明
と
と
も
に
、
第
四
巻
（
一
七
二
〇
）
の
銅
版
図
版
第
十
八
図
の

小
図
（
上
図
参
照
）（T

abula X
V

III, 
Fig.8, Fig.9

）
を
参
照
さ
せ
て
い
る
。

（
ｎ
）
凡
そ
此
の
布
、
垢
（
あ
か
づ
）
き

汚
（
よ
ご
る
）
れ
ば
火
に
投
じ
て
之
を
焼

く
。
其
の
垢
尽
く
滅
し
燦
然
と
し
て
潔
白

更
に
其
の
故
に
倍
す
。
猶
を
水
も
て
浣
濯
す
る
が
如

し
。
第
五
図
の
如
し
。

こ
の
説
明
文
は
す
で
に
（
ｉ
）
と
し
て
掲
げ
、
ウ
ォ
イ
ト
の
「
ア
ミ

ア
ン
ン
ト
ス
」
項
目
を
典
拠
と
す
る
こ
と
を
示
し
た
が
、
こ
こ
で
別
号

の
（
ｎ
）
を
付
け
た
の
は
、
左
記
に
掲
げ
る
原
図
の
説
明
文
の
傍
線
部

も
典
拠
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
で
あ
る
。
た
だ
し
、
良
沢
は
原

文
の
構
文
を
よ
く
理
解
せ
ず
、
水
中
の
洗
濯
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
た

意
味
を
取
り
違
え
て
い
る
。

古
代
人
は
こ
の
よ
う
な
石
の
繊
維
あ
る
い
は
毛
を
十
二
分
に
入
手

し
て
、
よ
く
紡
い
だ
後
、
こ
れ
か
ら
燃
え
な
い
布

（onverbrandelyke linden

）
を
作
っ
た
。
こ
う
し
た
布
は
世
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に
名
高
く
、
好
事
家
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
博
物
技
芸
舘

（natuur-en konst-kabinetten

）
に
一
大
奇
品
（een goote 

rariteit

）
と
し
て
こ
れ
を
愛
蔵
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の

布
が
注
目
の
的
と
な
り
万
人
の
驚
嘆
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
の

は
、
塵
や
脂
や
汚
れ
が
付
い
た
り
黒
ず
ん
だ
り
し
た
と
き
、
後
出

のFig.14
で
示
す
よ
う
に
、
他
の
布
の
よ
う
に
水
の
中
で
は
な

く
、
火
の
中
で
洗
っ
て
清
浄
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。（V

III, 
pp,78-79

）

十
七
、
十
八
世
紀
に
欧
州
で
流
行
し
た
博
物
奇
品
室
で
ア
ス
ベ
ス
ト

布
が
珍
品
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
た
こ
と
を
よ
く
伝
え
る
文
章
で
あ

る
。
良
沢
た
ち
江
戸
の
蘭
学
者
グ
ル
ー
プ
も
、
欧
州
の
好
事
家
た
ち
と

同
じ
趣
味
で
火
浣
布
に
注
目
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
良
沢

は
原
文
か
ら
、
古
代
ロ
ー
マ
と
い
う
時
代
認
識
や
同
時
代
欧
州
の
博
物

奇
品
室
ブ
ー
ム
の
情
報
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
ｏ
）
用
ひ
て
以
て
布
に
織
り
、
或
は
以
て
燭
心
と
為
す
こ

と
猶
を
燈
心
草
を
用
ひ
る
が
如
し
。
或
は
用
ひ
て
紙

を
製
し
、
以
て
文
字
を
写
す
る
亦
稀
に
こ
れ
有
り
。

其
の
用
ひ
て
以
て
布
に
織
る
者
は
、
或
は
手
巾
と
為

し
、
或
は
卓
子
を
覆
被
す
る
の
布
と
為
す
。

こ
こ
に
紹
介
さ
れ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
の
様
々
な
用
途
は
ラ
ー
ナ
ウ
の
ア

ス
ベ
ス
ト
記
事
が
典
拠
と
な
っ
て
い
る
。
燭
心
と
し
て
の
用
途
は
原
文

で
は
、
古
代
ロ
ー
マ
の
例
と
近
代
の
例
が
異
な
る
箇
所
に
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
二
つ
の
例
を
並
べ
て
引
用
し
よ
う
。

ロ
ー
マ
人
た
ち
は
ア
ミ
ア
ン
ト
製
の
燈
心
を
ラ
ン
プ
の
な
か
に
置

い
て
火
を
付
け
る
や
、
油
を
切
ら
さ
な
い
限
り
燃
や
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
た
。
他
に
使
わ
れ
て
い
た
燈
心
（lem

m
etten

）
の
場

合
の
よ
う
に
ラ
ン
プ
の
炎
で
家
を
焼
き
尽
く
さ
れ
る
こ
と
が
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。（V

III, p.79

）

ア
グ
リ
コ
ラ
が
語
る
に
は
、
ザ
ク
セ
ン
と
そ
の
他
あ
ち
こ
ち
の
地

方
で
、
ア
ミ
ア
ン
ト
石
を
巻
い
て
燈
心
が
作
ら
れ
、
古
代
人
の
例

に
な
ら
っ
て
燈
油
ラ
ン
プ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ミ
ア

ン
ト
を
清
浄
に
し
て
ほ
ぐ
し
、
糸
に
紡
い
で
織
物
を
作
る
。
ま

た
、
ザ
ク
セ
ン
・
ヴ
ィ
ー
ベ
ル
ク
地
方
の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
卓

布
（Servetten

）
や
手
拭
い
（hand-doeken

）
を
作
る
。
ヒ
エ

ロ
ク
レ
ス
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
ブ
ラ
マ
ン
す
な
わ
ち
イ
ン
ド
の
哲

学
者
（Brachm

anen of Indische Philosofen

）
た
ち
は
自
分

た
ち
の
服
を
ア
ミ
ア
ン
ト
で
織
っ
た
石
布
か
ら
作
る
と
い
う
。

（V
III, p.81

）
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後
者
の
近
代
の
例
は
ア
グ
リ
コ
ラ
『
化
石
の
本
性
に
つ
い
て
』
第
五

巻
（Georgius A

gricola, D
e N

atura fossilium
 lib.v.

）
か
ら
の

引
用
で
あ
る
こ
と
が
脚
注
に
示
さ
れ
て
い
る
。
良
沢
が
「
或
は
以
て
燭

心
と
為
す
こ
と
猶
を
燈
心
草
を
用
ひ
る
が
如
し
。」
と
言
う
場
合
、「
猶

を
燈
心
草
を
用
ひ
る
が
如
し
」
を
原
文
に
よ
ら
な
い
修
辞
と
考
え
れ

ば
、
右
の
古
代
ロ
ー
マ
の
例
か
、
ア
グ
リ
コ
ラ
の
語
る
ザ
ク
セ
ン
そ
の

他
の
地
方
の
例
か
、
い
ず
れ
を
踏
ま
え
て
い
る
か
、
判
断
が
難
し
い
。

修
辞
で
な
い
と
す
れ
ば
、
古
代
ロ
ー
マ
の
例
を
誤
解
し
て
訳
し
た
こ
と

に
な
る
。「
手
巾
」
と
「
卓
子
を
覆
被
す
る
の
布
」
は
こ
の
ア
グ
リ
コ

ラ
か
ら
の
引
用
が
典
拠
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。

ア
グ
リ
コ
ラ
が
ス
ト
ア
派
哲
学
者
ヒ
エ
ロ
ク
レ
ス
の
証
言
と
し
て
紹

介
し
て
い
る
古
代
イ
ン
ド
の
バ
ラ
モ
ン
（
聖
職
者
階
級
）
の
例
を
良
沢

は
次
の
よ
う
に
要
約
す
る
。

（
ｐ
）
印
度
の
法
教
を
奉
ず
る
者
の
用
ひ
て
以
て
法
服
と
為

す
こ
と
有
り
。

「
法
教
を
奉
ず
る
者
」
は
原
文
のPhilosofen

の
訳
と
思
わ
れ
る
が
、

良
沢
はPhilosoof

が
キ
リ
ス
ト
教
世
界
で
宗
教
者
に
対
立
す
る
概
念

で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
か
ど
う
か
、
不
明
で
あ
る
。
ボ
イ
ス
は

Brachm
anne

をeen slag van Indiaasche W
ysgeeren

（
イ
ン

ド
の
哲
学
者
の
一
種
）
と
定
義
し
て
お
り
、
良
沢
が
ボ
イ
ス
の
こ
の
項

目
を
参
照
し
た
形
跡
は
な
い
。
良
沢
は
、
先
に
考
察
し
た
ボ
イ
ス
の

「
ア
ミ
ア
ン
ト
ス
」
項
目
に
見
え
る
「
古
代
人
、
と
く
に
バ
ラ
モ
ン

（Brachm
annen

）
は
死
体
を
焼
き
、
そ
の
遺
灰
を
よ
り
よ
く
保
存
す

る
た
め
に
こ
れ
を
用
い
た
と
い
う
説
」
を
読
ん
で
い
た
は
ず
で
あ
る

が
、
こ
れ
を
採
用
し
て
い
な
い
。

筆
記
用
の
ア
ス
ベ
ス
ト
紙
は
原
文
で
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
学
僧
ア
タ
ナ

シ
ウ
ス
・
キ
ル
ヒ
ャ
ー
の
『
地
下
世
界
』（A

thanasius K
ircher, 

M
undus subterraneus. A

m
sterdam

, 1678

）
の
例
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
も
博
物
奇
品
室
の
収
集
品
と
し
て
の
ア
ス
ベ
ス
ト
紙

で
あ
る
。

ア
ミ
ア
ン
ト
石
で
作
ら
れ
た
燃
え
な
い
布
は
天
産
物
の
愛
好
家
の

い
ろ
い
ろ
な
奇
品
室
で
目
撃
さ
れ
て
き
た
。
キ
ル
ヒ
ャ
ー
は
、
ア

ミ
ア
ン
ト
製
の
石
布
は
い
た
る
と
こ
ろ
、
諸
侯
の
陳
列
舘
で
あ
ふ

れ
る
ほ
ど
沢
山
見
ら
れ
る
、
自
分
自
身
す
べ
て
ア
ミ
ア
ン
ト
石
で

で
き
た
箱
と
ア
ミ
ア
ン
ト
製
の
燃
え
な
い
筆
記
用
紙

（onverbrandelyk schryf-papier

）
を
持
っ
て
い
る
と
証
言
し

て
い
る
。（V

III, p.88

）

良
沢
訳
「
火
浣
布
」
に
お
け
る
ボ
イ
ス
、
ウ
ォ
イ
ト
、
ラ
ー
ナ
ウ
、

三
書
の
利
用
実
態
は
以
上
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
左
記
に
掲
げ
る
、
火

浣
布
の
産
地
と
産
地
別
の
優
劣
に
関
す
る
記
述
は
、
現
時
点
で
典
拠
不
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明
で
あ
り
、
後
考
に
待
ち
た
い
。

此
石
、
欧
邏
巴
の
中
の
諸
国
に
出
づ
。
入
尓
馬
尼
亜
の
中
往
往
に

多
く
有
り
。
又
亜
細
亜
の
中
、
印
度
、
単

得
、
都
児
格
等
に
出

づ
。
地
中
海
の
東
止
波
里
島
の
産
す
る
所
を
上
品
と
為
す
。
又
欧

邏
巴
の
中
諾
尓
勿
惹
亜
よ
り
出
す
者
に
し
て
其
の
質
脆
し
て
砕
折

し
易
し
、
こ
れ
を
法
児
設
亜
私
別
私
都
と
謂
ふ
。
法
児
設
は
仮
な

り
。
亜
私
別
私
都
は
即
ち
石
麻
の
和
蘭
言
な
り
。
自
余
諸
国
、
尚

を
多
く
こ
れ
を
出
す
者
有
り
。
本
邦
出
す
所
の
者
、
亦
恐
ら
く
は

是
の
類
な
ら
ん
。

「
火
浣
布
」
翻
訳
の
実
際

本
章
に
お
け
る
以
上
の
検
討
の
結
果
を
要
約
す
れ
ば
次
の
四
点
に
ま

と
め
ら
れ
る
。
ボ
イ
ス
、
ウ
ォ
イ
ト
、
ラ
ー
ナ
ウ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
原
書

を
さ
す
。

一　

訳
文
の
五
割
ほ
ど
は
ボ
イ
ス
の
「
ア
ミ
ア
ン
ト
ス
」
と
「
ア
ス
ベ

ス
ト
」
の
二
項
目
に
依
拠
し
て
い
る
。
両
項
目
の
抄
訳
を
編
集
し
て

い
る
が
、
文
法
知
識
が
な
い
た
め
、
多
く
の
場
合
、
文
章
の
構
造
に

即
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
と
く
に
「
ア
ス
ベ
ス
ト
」
項
目
で
は
近

代
ロ
ー
マ
の
製
法
を
タ
ン
グ
ー
ト
王
国
の
製
法
と
誤
解
し
た
。

ま
た
、
し
ば
し
ば
、
原
文
を
省
略
し
た
り
、
原
文
か
ら
離
れ
推
測

に
よ
る
修
飾
的
説
明
を
加
え
た
り
す
る
。
全
体
と
し
て
、
当
た
ら
ず

と
い
え
ど
も
遠
か
ら
ず
と
い
う
不
正
確
な
翻
訳
と
い
え
る
。

二　

ウ
ォ
イ
ト
の
「
ア
ミ
ア
ン
ト
ス
・
ア
ス
ベ
ス
ト
ス
」
項
目
は
大
部

分
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
古
代
ロ
ー
マ
で
の
ア
ス
ベ
ス
ト
利
用
法
の

部
分
は
原
意
を
把
握
で
き
ず
誤
訳
し
、
古
代
ロ
ー
マ
の
製
法
が
謎
で

あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
な
い
。
こ
こ
で
も
原
文
に
な
い
文
飾
が
見
ら

れ
る
。
薬
効
の
記
載
部
分
は
原
意
を
ほ
ぼ
捉
え
て
い
る
。

三　

訳
文
の
三
割
ほ
ど
は
、
挿
図
の
第
一
図
か
ら
第
五
図
ま
で
の
解
説

が
し
め
て
い
る
。
第
三
図
の
典
拠
は
不
明
で
あ
る
が
、
他
の
四
図
は

ラ
ー
ナ
ウ
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
四
図
の
説
明
は
い
ず
れ
も

原
文
の
ご
く
一
部
の
語
句
を
拾
っ
た
だ
け
で
、
原
文
の
意
味
を
把
握

し
て
い
な
い
。
ま
た
、
図
の
説
明
に
お
い
て
も
古
代
ロ
ー
マ
の
事
例

で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
な
い
。

ラ
ー
ナ
ウ
原
文
の
図
の
説
明
以
外
の
部
分
も
利
用
し
て
い
る
が
、

古
代
ロ
ー
マ
の
事
例
と
ア
グ
リ
コ
ラ
の
挙
げ
る
近
代
ド
イ
ツ
の
事
例

を
時
代
的
に
区
別
で
き
な
い
。

原
文
の
語
句
を
部
分
的
に
抄
訳
し
た
た
め
、
同
時
代
欧
州
の
博
物

奇
品
室
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
布
ブ
ー
ム
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
理
解
で
き
な
い
。

四　

訳
文
の
末
尾
で
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
産
地
と
産
地
別
の
優
劣
を
論

じ
、
さ
ら
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
産
の
「
ハ
ル
セ
ア
ス
ベ
ス
ト
」（
贋
ア
ス

ベ
ス
ト
）
の
紹
介
を
し
て
い
る
節
は
典
拠
不
明
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

以
上
三
章
に
わ
た
る
考
察
を
要
約
し
、
今
後
の
調
査
研
究
の
方
向
を

さ
ぐ
っ
て
み
た
い
。

伝
統
的
な
日
本
文
化
に
お
い
て
は
、「
い
ろ
は
」
四
十
七
文
字
に

よ
っ
て
物
と
言
葉
を
分
類
、
列
挙
し
、
情
報
と
知
識
の
伝
達
、
教
育
に

役
立
て
て
き
た
。
節
用
集
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
こ
の
「
い
ろ
は
」
文

字
文
化
は
寺
子
屋
教
育
の
普
及
に
よ
っ
て
庶
民
生
活
に
根
付
き
、
強
固

な
文
化
的
基
盤
と
な
っ
た
。
蘭
学
の
勃
興
と
発
展
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

順
配
列
の
西
洋
文
字
文
化
と
伝
統
的
な
「
い
ろ
は
」
文
字
文
化
の
二
重

構
造
を
生
み
出
し
、
こ
の
二
重
構
造
は
明
治
啓
蒙
期
を
経
て
、
近
代
教

育
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
続
い
た
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
文
字
文
化
へ
の
転

換
は
一
八
二
〇
年
代
の
蘭
学
塾
に
お
け
る
原
典
主
義
教
育
に
始
ま
る
と

い
っ
て
よ
い
。

「
い
ろ
は
」
文
字
文
化
の
文
学
的
表
現
が
和
歌
で
あ
り
俳
句
で
あ
る
。

十
九
世
紀
中
頃
の
欧
州
を
例
を
取
る
と
、
欧
州
日
本
学
の
開
拓
者
レ
オ

ン
・
ド
・
ロ
ニ
ー
は
パ
リ
で
和
歌
文
学
を
講
じ
、
石
版
に
よ
っ
て
日
本

の
文
字
文
化
を
知
ら
し
め
た
。
ま
た
、
ラ
イ
デ
ン
の
も
う
一
人
の
開
拓

者
ホ
フ
マ
ン
は
日
本
伝
統
文
化
の
骨
格
を
な
す
漢
学
の
テ
キ
ス
ト
を
自

身
の
開
発
し
た
漢
字
活
字
で
印
刷
し
た
。
半
世
紀
遡
っ
て
文
化
年
間
の

日
本
に
例
を
取
る
と
、
幕
府
の
蝦
夷
地
取
締
御
用
羽
太
正
養
が
ク
ナ
シ

リ
島
で
ア
イ
ヌ
風
俗
を
詠
じ
た
「
蝦
夷
地
歌
仙
」、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長

ド
ゥ
ー
フ
が
京
都
祇
園
の
二
軒
茶
屋
で
作
っ
た
俳
句
、
こ
の
二
例
は

我
々
に
一
時
の
安
ら
ぎ
を
与
え
る
異
文
化
交
流
史
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ

る
。
し
か
し
、
羽
太
と
ド
ゥ
ー
フ
は
と
も
に
、
蝦
夷
支
配
を
強
化
す
る

幕
府
が
ロ
シ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
三
国
を
世
界
的
列
強
と
し

て
認
識
し
始
め
た
緊
張
の
時
代
に
生
き
て
い
た
。

十
八
世
紀
後
半
、
勃
興
期
の
蘭
学
は
医
学
に
と
ど
ま
ら
ず
、
博
物
学

的
な
幅
広
い
好
奇
心
と
探
究
心
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。
火
浣
布
（
ア
ス

ベ
ス
ト
）
は
エ
レ
キ
テ
ル
と
同
じ
よ
う
に
、
欧
州
に
お
い
て
も
日
本
に

お
い
て
も
、
文
明
の
並
行
現
象
と
も
い
う
べ
き
博
物
奇
品
室
の
流
行
の

な
か
で
、
収
集
と
研
究
の
対
象
と
な
っ
た
。
日
本
で
は
、
火
浣
布
で
香

敷
（
銀
葉
）
を
作
っ
た
平
賀
源
内
に
よ
っ
て
、
伝
統
文
化
の
ひ
と
つ
香

道
と
蘭
学
が
結
び
付
け
ら
れ
、
火
浣
布
ブ
ー
ム
が
起
き
た
。
そ
の
な
か

で
、
江
戸
蘭
学
の
開
拓
者
、
前
野
良
沢
は
オ
ラ
ン
ダ
語
事
典
類
の
ア
ス

ベ
ス
ト
項
目
の
翻
訳
に
取
り
組
ん
だ
。
し
か
し
、
一
方
で
、
中
国
由
来

の
本
草
学
的
な
知
的
枠
組
み
の
な
か
で
、
小
野
蘭
山
に
代
表
さ
れ
る
日

本
独
自
の
観
察
科
学
的
な
本
草
博
物
学
が
生
ま
れ
た
も
の
の
、
蘭
学
勃

興
期
の
蘭
学
者
た
ち
は
西
洋
文
法
知
識
と
十
分
な
語
彙
力
、
そ
し
て
古

代
と
近
代
の
区
別
と
い
う
重
要
な
歴
史
知
識
を
持
た
な
か
っ
た
た
め
、

舶
載
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
語
の
博
物
書
、
事
典
類
を
正
確
に
読
み
解
く
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
良
沢
訳
「
火
浣
布
」
に
み
る
翻
訳
の
実
態
は

『
解
体
新
書
』
の
翻
訳
に
も
劣
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
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本
稿
で
は
、
洋
学
文
庫
資
料
の
書
誌
的
調
査
の
過
程
で
、
異
文
化
交

流
史
と
い
う
観
点
か
ら
若
干
の
特
徴
あ
る
資
料
を
選
ん
で
考
察
を
す
す

め
た
。
そ
の
た
め
資
料
の
書
誌
的
記
載
を
十
分
に
は
行
っ
て
い
な
い
。

筆
者
は
書
誌
的
調
査
を
進
め
る
に
し
た
が
っ
て
、
本
学
の
洋
学
文
庫
が

印
刷
文
化
史
資
料
の
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
深
め

つ
つ
あ
る
。
今
後
、
異
文
化
交
流
史
の
観
点
と
と
も
に
、
印
刷
文
化
史

の
観
点
も
取
り
入
れ
て
、
さ
ら
に
調
査
研
究
を
進
め
た
い
と
思
う
。

註（
1
）
図
3
の
『
童
蒙
必
見
和
漢
洋
伊
呂
波
帖
』
に
見
え
る
ハ
ン
グ

ル
は
字
形
の
誤
り
が
多
い
。
架
蔵
『
大
日
本
永
代
節
用
無
尽
蔵
』

の
最
終
四
三
三
丁
表
に
は
「
朝
鮮
之
仮
名
」
と
し
て
ハ
ン
グ
ル
を

イ
ロ
ハ
順
に
漢
数
字
と
と
も
に
掲
げ
、「
右
朝
鮮
の
か
な
ハ
反
故

堆
よ
り
見
出
さ
る
ま
ゝ
こ
ゝ
に
し
る
す
又
一
よ
り
十
迄
の
言
詞
ハ

鮮
人
も
の
を
か
ぞ
ふ
る
語
な
り
」
と
解
説
を
添
え
て
い
る
。
節
用

集
に
お
け
る
ハ
ン
グ
ル
紹
介
の
初
出
は
後
考
に
待
ち
た
い
。
以

下
、
各
図
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
末
尾
の
［　

］
内
の
数
字
は
、
本
学

洋
学
文
庫
の
整
理
番
号
で
あ
る
。
本
文
中
で
資
料
名
の
直
後
に
示

し
た
場
合
も
あ
る
。

（
2
）
松
田
清
『
洋
学
の
書
誌
的
研
究
』
臨
川
書
店
、
一
九
九
八
年
、

二
七
七
ペ
ー
ジ
、
参
照
。

（
3
）
緒
方
富
雄
「
坪
井
信
道
塾
の
塾
生
が
つ
く
っ
た
2
つ
の
医
薬

品
辞
典
」、『
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
』
第
二
五
三
号
、
一
九

七
一
年
、
お
よ
び
、
松
田
清
「
坪
井
信
道
門
人
に
よ
る
薬
名
術
語

集
の
成
立
と
展
開
（
上
）」、『
神
田
外
語
大
学
日
本
研
究
所
紀
要
』

第
9
号
（
本
号
）、
二
〇
一
七
年
、
参
照
。

（
4
）
片
桐
一
男
「
安
懐
堂
を
め
ぐ
る
二
・
三
の
問
題
」、『
日
本
医

史
学
雑
誌
』
第
一
五
巻
一
号
、
一
九
六
九
年
、
に
お
い
て
初
め

て
、「
М
・
О
・
ケ
ン
ゾ
ー
」
が
「
三
尾
謙
造
」
と
同
定
さ
れ
た
。

（
5
）
松
田
清
・
勝
盛
典
子
・
益
満
ま
を
「
桂
川
甫
周
訳
并
模
犀
図

に
つ
い
て
」、『
研
究
論
叢
』
第
八
三
号
、
京
都
外
国
語
大
学
、
二

〇
一
二
年
、
参
照
。

（
6
）『
微
虫
図
』
の
成
立
事
情
と
著
者
土
田
英
章
の
伝
記
に
つ
い
て

は
、
末
中
哲
夫
・
北
村
二
朗
・
遠
藤
正
治
「『
微
虫
図
』
と
土
田

英
章
」『
実
学
史
研
究
Ⅲ
』
実
学
資
料
研
究
会
編
、
思
文
閣
出
版
、

一
九
八
六
年
、
参
照
。

（
7
）
松
田
清
編
『
山
本
読
書
室
資
料
仮
目
録
』（
京
都
外
国
語
大
学

国
際
言
語
平
和
研
究
所
、
二
〇
一
三
）、
三
九
九
〇
―
二
番
。

（
8
）
中
村
不
折
書
『
七
体
い
ろ
は
』（
大
正
二
年
）
は
こ
の
伝
統
を

受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。

（
9
） http://static.torontopubliclibrary.ca/da/pdfs/

osborne-book-w
-005.pdf

（
10
）
古
谷
尚
子
「『
官
許
独
学
階
梯
』
と
「
足
羽
県
活
版
局
」
―
明
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治
初
期
の
福
井
に
お
け
る
教
育
と
活
版
―
」、『
若
越
郷
土
研
究
』

五
〇
巻
二
号
、
二
〇
〇
六
年
、
一
四
ペ
ー
ジ
。

（
11
）
平
仮
名
は
連
綿
体
活
字
に
よ
る
ら
し
い
。

（
12
）
日
置
謙
校
訂
『
麦
水
俳
論
集
』
石
川
県
図
書
館
協
会
、
一
九

三
四
年
、
所
収
「
山
中
夜
話
」、
参
照
。

（
13
）
早
稲
田
大
学
蔵
本
（
文
庫08 B0127

）http://w
w

w
.w

ul.
w

aseda.ac.jp/kotenseki/htm
l/bunko08/bunko08_b0127/

index.htm
l

に
よ
る
。

（
14
）『
四
海
句
雙
紙
』
掲
載
の
ド
ゥ
ー
フ
の
俳
句
に
つ
い
て
は
、
中

村
孝
志
「
ヅ
ー
フ
と
俳
句
」、『
日
蘭
学
会
通
信
』
第
三
号
、
一
九

八
四
年
九
月
、
参
照
。

（
15
）
神
保
博
行
「
香
道
の
成
立
と
展
開
」『
香
と
香
道
〔
第
二
版
〕』

香
道
文
化
研
究
会
編
、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
五
年
、
一
六
四

ペ
ー
ジ
、
参
照
。

（
16
）『
平
賀
源
内
全
集
』
上
、
二
〇
〇
ペ
ー
ジ
。
原
文
中
の
漢
文
は

読
み
下
し
て
引
用
し
た
。

（
17
）『
平
賀
源
内
全
集
』
上
、
一
九
九
～
二
〇
〇
ペ
ー
ジ
。

（
18
）
本
書
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、
松
田
清
、
前
掲
書
、
六
一
一
～

六
二
二
ペ
ー
ジ
、
参
照
。
外
科
医
ヤ
ン
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
デ
・
ハ

ウ
ト
は
明
和
五
年
四
月
五
日
、
真
如
堂
東
陽
院
で
荼
毘
に
付
さ
れ

た
。
大
鳥
蘭
三
郎
「
蘭
館
医
デ
・
ホ
ウ
ト
の
死
に
つ
い
て
」、『
日

本
医
史
学
雑
誌
』
第
四
六
号
、
一
九
七
〇
年
、
参
照
。

（
19
）『
黒
田
麹
蘆
関
係
資
料
目
録
』
京
都
大
学
附
属
図
書
館
、
二
〇

〇
〇
年
、
二
五
ペ
ー
ジ
、
黒
田
麹
廬
「
蔵
書
目
」、
参
照
。

（
20
）
松
田
清
、
前
掲
書
、
三
一
八
ペ
ー
ジ
、
参
照
。

（
21
）
八
百
啓
介
「
蘭
学
に
お
け
る
『
コ
ン
ス
ト
カ
ビ
ネ
ッ
ト
』
に

つ
い
て
」『
洋
学
史
研
究
』
二
六
号
、
二
〇
〇
九
年
。

（
22
）
菅
野
陽
「
司
馬
江
漢
著
『
お
ら
ん
だ
俗
話
』」、
有
坂
隆
道
編

『
日
本
洋
学
史
の
研
究
Ⅳ
』、
一
九
七
七
年
、
九
二
～
九
三
ペ
ー

ジ
。

（
23
）
松
田
清
、
前
掲
書
、
六
九
二
ペ
ー
ジ
、
参
照
。

（
24
）『
前
野
良
沢
資
料
集
』
第
二
巻
（
鳥
井
裕
美
子
監
修
、
佐
藤
春

代
編
集
）、
大
分
県
先
哲
叢
書
、
二
〇
〇
九
年
、
所
収
『
爸
乙
悉

的
里
亜
加
方　

紀
藩　

鳳
翔
公
子　

訳
』、
参
照
。
凰
翔
公
子
こ

と
徳
川
頼
徳
の
蘭
学
社
中
に
お
け
る
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、
松

田
清
「
甫
周
書
簡
・
玄
白
漢
詩
貼
交
幅
に
み
る
蘭
学
社
中
の
知
的

世
界
」『
特
別
展
「
医
は
仁
術
」
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』T

BS

出

版
、
二
〇
一
四
年
、
参
照
。

（
25
）
松
田
清
、
前
掲
書
、
二
二
〇
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
同
じ
澹
寧

斎
の
号
か
ら
、
本
書
を
誤
っ
て
大
阪
の
儒
者
飯
岡
義
斎
旧
蔵
と
推

定
し
た
。

（
26
）
前
野
良
沢
訳
「
火
浣
布
」
の
原
文
に
つ
い
て
は
、
早
稲
田
大

学
蔵
本
（
文
庫08 C0021

）http://w
w

w
.w

ul.w
aseda.ac.jp/

kotenseki/htm
l/bunko08/bunko08_c0021/

お
よ
び
、
前
掲
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洋学文庫にみる日本文化

の
『
前
野
良
沢
資
料
集
』
第
二
巻
所
収
の
翻
刻
を
参
照
し
た
。

（
27
）
宮
下
三
郎
「
レ
メ
リ
ー
の
薬
物
事
典
の
和
訳
『
ド
ロ
ゲ
レ
イ

ン
本
草
』」『
和
蘭
医
書
の
研
究
と
書
誌
』
井
上
書
店
、
一
九
九
七

年
、
参
照
。
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